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は
じ
め
に
】

会
員
・
議
員
・
役
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
よ
り
大
阪
商

工
会
議
所
の
事
業
活
動
に
格

別
の
ご
高
配
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

議
案
の
審
議
に
入
り
ま
す

前
に
、
今
後
の
大
阪
商
工
会

議
所
の
事
業
展
開
や
組
織
運

営
に
あ
た
っ
て
の
私
の
所
信

を
申
し
あ
げ
、
皆
様
の
一
層

の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
万
博
】

昨
年
２
０
２
５
年
は
大
阪

・
関
西
万
博
、
そ
の
成
功
に

向
け
て
、
会
員
・
議
員
・
役

員
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
尽

力
、ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

何
よ
り
、
大
き
な
事
故
な

く
、
台
風
、
天
変
地
異
な
く
、

万
事
無
事
に
閉
幕
で
き
ま
し

た
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
の
至

り
で
あ
り
ま
す
。

【
経
済
社
会
】

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西

万
博
が
成
功
裏
に
終
わ
っ
た

今
、
あ
ら
た
め
て
日
本
を
ふ

り
か
え
る
と
、
２
０
２
０
年

の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
２
０
２
５

年
の
万
博
ま
で
、
日
本
は
大

き
な
時
代
の
転
換
期
を
迎
え

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
さ

に
、
１０
年
前
に
は
な
か
っ
た

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
日
経
平
均
株
価
は
５

万
円
台
を
つ
け
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
４
０
０
０
万
人
時
代

を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
の
上
場
企
業
の
売
り

上
げ
の
約
４
割
は
海
外
関
係

で
あ
り
、
日
本
の
「
も
の
づ

く
り
」、「
輸
出
」は
健
在
で
、

元
気
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の

技
術
開
発
力
が
優
れ
て
お

り
、
品
質
が
優
れ
て
い
る
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

・
４０
年
ぶ
り
の
円
安

・
１８
年
ぶ
り
の
金
利
引
上
げ

・
約
３０
年
間
続
い
た
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却

・
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
の
物

価
上
昇

・
実
質
賃
金
は
低
下

・
価
格
転
嫁
は
十
分
で
な
い

・
深
刻
な
人
手
不
足

・
東
京
へ
の
過
度
な
一
極
集

中
そ
ん
な
折
、
米
国
・
イ
ス

ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
軍
事
衝

突
が
勃
発
し
ま
し
た
。
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
が
新
た

に
起
こ
り
ま
し
た
。
も
は
や

何
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
世
界
政
治
に
日
本
の
経

済
は
翻
弄
さ
れ
、
混
乱
と
激

変
の
時
代
に
突
入
し
た
と
言

え
ま
す
。

会
員
と
議
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
不
安

定
で
不
確
実
な
経
済
情
勢
を

乗
り
切
る
た
め
、
経
営
の
舵

取
り
に
日
夜
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
拝
察
し
ま
す
。

皆
様
と
大
阪
商
工
会
議
所

は
、
と
も
に
手
を
携
え
、
一

致
協
力
、
こ
の
難
局
を
乗
り

切
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

【
原
点
に
立
ち
戻
る
】

さ
て
、
こ
の
た
び
、
２
０

２
６
年
度
か
ら
３
年
間
の
中

期
計
画「
共
に
創
る
や
っ
て

み
な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。こ
こ
で
、

今
一
度
、
大
阪
商
工
会
議
所

の
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
五
代
友
厚
】

ま
ず
一
人
目
は
初
代
会

頭
、
五
代
友
厚
で
す
。
五
代

友
厚
は
、
薩
摩
藩
士
。
若
き

頃
、
薩
摩
と
英
国
の
薩
英
戦

争
に
参
戦
す
る
な
ど
、
国
事

に
奔
走
。
盟
友
、
大
久
保
利

通
と
共
に
明
治
維
新
の
大
変

革
に
身
を
投
じ
ま
し
た
。
長

州
の
高
杉
晋
作
と
相
知
り
、

高
杉
は
五
代
の
こ
と
を
、「
肝

胆
を
吐
露
し
た
、
国
益
の
友

を
得
た
」と
記
し
て
い
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
の
応
接

室
に
は
、
大
久
保
利
通
が
揮

毫
し
た
「
弘
成
館
」
と
「
朝

陽
館
」
の
額
が
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。「
弘
成
館
」
は
、
五
代

が
興
し
た
鉱
山
事
業
、「
朝
陽

館
」
は
五
代
が
興
し
た
製
藍

業
、
五
代
は
こ
れ
ら
に
近
代

経
営
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
１１
年
（
１

８
７
８
年
）、
五
代
友
厚
は
、

旧
来
の
株
仲
間
と
は
異
な
る

独
占
性
を
排
除
し
た
「
仲
間

組
織
」
が
急
務
と
考
え
、
大

阪
商
法
会
議
所
（
現
・
大
阪

商
工
会
議
所
）
を
設
立
し
、

初
代
会
頭
に
就
任
し
た
の
で

す
。五

代
が
常
々
上
申
書
に
記

し
、
語
っ
た
こ
と
は
、
大
き

く
次
の
３
点
に
整
理
で
き
ま

す
。第

一
に
、
欧
米
諸
国
と
向

き
合
い
、
国
を
富
ま
せ
る
た

め
に
は
、
日
本
で
広
く
商
業

・
工
業
を
振
興
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
今
の
日
本
、
明

治
初
期
の
日
本
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
利
益
を
追
い
求
め
て
、

人
々
は
協
力
し
て
国
を
富
ま

せ
よ
う
と
し
な
い
と
い
う
問

題
提
起
。

第
三
に
、「
商
社
合
力
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
人
々
が
真

に
連
携
し
、
今
で
い
う
ジ
ョ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
組
織

し
、広
く
商
工
業
を
励
ま
し
、

国
民
の
幸
福
を
図
り
た
い
。

五
代
は
、
ま
さ
に
「
枠
を

超
え
た
連
携
」
に
よ
っ
て
経

済
を
強
く
す
る
と
い
う
思
想

を
実
践
し
ま
し
た
。

【
杉
道
助
】

二
人
目
は
、第
１６
代
会
頭
、

杉
道
助
で
す
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
焼
け
野
原
か
ら
大

阪
経
済
の
再
建
に
尽
力
し
た

人
物
で
す
。杉
は
明
治
１７
年
、

山
口
県
に
生
ま
れ
、
吉
田
松

陰
は
大
叔
父
に
あ
た
り
ま

す
。
少
年
・
青
年
時
代
に
、

松
陰
が
蟄
居
謹
慎
し
て
い

た
、
現
在
は
国
指
定
史
跡
の

「
幽
囚
の
間
」
で
寝
起
き
、

暮
ら
し
ま
し
た
。
若
い
頃
、

杉
は
こ
こ
で
松
陰
の
残
し
た

書
簡
や
書
物
を
読
み
、
叔
父

・
民
治
か
ら
そ
の
人
と
な
り

や
思
想
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。杉

の
信
条
、
そ
の
生
涯
を

貫
い
た
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
、

吉
田
松
陰
の
遺
訓
「
至
誠
に

し
て
動
か
ざ
る
も
の
未
だ
こ

れ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
で
す
。

ま
た
杉
は
経
済
人
と
し
て
次

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
人
の
世
話
す
る

の
が
、自
分
の
役
目
で
あ
る
。

第
二
に
、
真
剣
に
大
阪
経

済
の
振
興
を
は
か
る
べ
き
。

そ
し
て
、「
地
盤
沈
下
」
と
い

う
言
葉
を
初
め
て
使
い
、
近

畿
は
そ
の「
枠
」を
超
え
て
、

一
つ
に
な
る
べ
き
と
訴
え
ま

し
た
。

第
三
に
、
企
業
は
海
外
へ

飛
躍
す
べ
き
と
常
々
語
り
、

国
際
見
本
市
を
開
催
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
海
外
と
の
貿

易
振
興
の
た
め
と
、
海
外
貿

易
振
興
会
、
現
在
の
ジ
ェ
ト

ロ
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
を

設
立
し
、
初
代
理
事
長
を
務

め
ま
し
た
。

【
共
創
】

五
代
友
厚
と
杉
道
助
に
共

通
す
る
も
の
は
何
か
。
そ
れ

は
、

・
今
ま
で
の
旧
来
の
「
枠
」

を
超
え
て
、
組
織
と
組
織
、

人
と
人
を
繋
げ
よ
う
と
し
た

こ
と

・
そ
し
て
世
界
を
も
っ
と
知

っ
て
世
界
に
出
て
行
こ
う
と

し
た
こ
と

こ
の
２
点
に
集
約
さ
れ
ま

す
。
五
代
・
杉
の
言
葉
は
、

今
風
の
言
葉
で
言
う
と
「
共

創
」「
共
に
創
る
」の
本
質
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西

万
博
の
「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
に
参
加
し
た
企
業
は

４
３
２
社
。
ま
さ
に
こ
れ
こ

そ
「
共
創
」「
共
に
創
る
」
で

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ヒ

ッ
ト
商
品
の
裏
に
は
必
ず
、

よ
り
良
き
強
力
な
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
ひ
か
え
て
い
ま
す
。

共
創
す
る
た
め
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
ま

す
。

・
外
の
目
を
入
れ
る

・
モ
デ
ル
・
見
本
を
探
す

・
タ
テ
割
り
を
や
め
る

・
専
門
家
を
探
す

・
本
音
を
引
き
出
せ
る
ガ
イ

ド
役
を
探
す

こ
れ
ら
は
、
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
本
中
期
計
画
の

中
心
に
あ
る
理
念
・
方
法
と

し
て
、「
大
阪
八
百
八
橋
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い

う
も
の
を
置
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

大
阪
八
百
八
橋
と
は
、
何

百
年
も
前
か
ら
大
阪
の
町
人

た
ち
が
自
ら
橋
を
架
け
、
人

と
人
、
商
い
と
商
い
を
つ
な

ぎ
育
ん
で
き
た
何
百
も
の

「
架
け
橋
」
の
こ
と
で
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、

人
々
が
共
に
乗
れ
る「
台
」、

人
々
が
集
ま
る「
場
」、「
枠
」

を
外
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
テ
ィ

ブ
に
動
け
る
「
場
」
の
こ
と

で
す
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と

「
大
阪
八
百
八
橋
共
創
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
な
り
、

本
中
期
計
画
に
お
け
る
大
阪

商
工
会
議
所
事
業
の
理
想
方

法
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
五
代

友
厚
や
杉
道
助
が
掲
げ
た
夢

や
理
想
の
旗
の
元
に
、
あ
ら

た
め
て
結
集
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
先
、
困
難
な
時
代
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
大
阪
商

工
会
議
所
の
未
来
は
、

・
す
べ
て
の
会
員
の
皆
様

・
こ
こ
に
ご
参
集
の
議
員
の

皆
様

・
そ
し
て
常
議
員
の
皆
様

・
副
会
頭
の
皆
様

・
そ
し
て
大
商
職
員
の
皆
さ

んの
ご
協
力
・
ご
支
援
・
ご
指

導
な
し
に
は
あ
り
え
ま
せ

ん
。今

後
と
も
、
一
層
の
ご
支

援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
、
私
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月
３０
日
、
第
６
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
た
。
２
０
２
６

年
度
の
事
業
計
画
案
と
そ
れ
に
伴
う
収
支
予
算
案
が
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

吉
田
昌
功
副
会
頭
、
井
内
摂
男
専
務
理
事
の
退
任
に
伴
い
、
若
井
敬
副
会
頭
お
よ
び
近

藤
博
宣
専
務
理
事
が
新
た
に
選
任
さ
れ
た
。
欠
員
の
あ
っ
た
３
号
議
員
、
常
議
員
、
監

事
に
つ
い
て
は
、
３
号
議
員
２
人
、
常
議
員
３
人
、
監
事
１
人
が
選
任
さ
れ
た
。

総
会
の
冒
頭
、
鳥
井
会
頭

は
、
大
商
の
先
人
た
ち
の
精

神
に
も
触
れ
な
が
ら
、
大
阪

・
関
西
万
博
で
生
ま
れ
た

「
共
創
」
の
精
神
を
今
後
の

大
阪
・
関
西
の
活
性
化
や
発

展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
所
信
を
述

べ
た
。

続
い
て
、
議
案
の
審
議
で

は
、
２６
年
度
の
事
業
計
画
案

と
収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ

た
。
２６
年
度
か
ら
の
新
た
な

中
期
計
画「
共
に
創
る
や
っ

て
み
な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
先
端
技
術

の
社
会
実
装
や
都
市
魅
力
の

高
度
化
に
挑
戦
す
る
「
価
値

創
出
・
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
中
小
企
業
の
成
長

を
後
押
し
す
る
「
経
営
基
盤

強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」、万
博
の

レ
ガ
シ
ー
を
継
承
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
中
小
企
業
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
を

支
援
す
る
「
新
事
業
共
創
フ

ァ
ー
ム
」
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
事
業
計
画
案
と
そ
れ
を
推

進
す
る
た
め
、
収
支
と
も
に

昨
年
度
比
７
億
円
以
上
増
の

６４
億
円
余
り
と
す
る
収
支
予

算
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

続
い
て
、
次
の
通
り
副
会

頭
、
専
務
理
事
、
３
号
議
員
、

常
議
員
、
監
事
が
選
任
さ
れ

た
。【
副
会
頭
・
常
議
員
・
３

号
議
員
】
若
井
敬
氏
（
近
鉄

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
代
表
取
締
役
社
長
）、【
専

務
理
事
】
近
藤
博
宣
氏
（
大

阪
商
工
会
議
所
常
務
理
事
・

事
務
局
長
）、【
３
号
議
員
】

立
野
純
三
氏
（
ユ
ニ
オ
ン
代

表
取
締
役
社
長
）、【
常
議
員
】

岩
波
清
久
氏
（
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ

Ｒ
代
表
取
締
役
会
長
）、【
常

議
員
】
南
昭
彦
氏
（
コ
ス
モ

建
物
管
理
代
表
取
締
役
社

長
）、【
監
事
】
西
村
貞
一
氏

（
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社

長
）

第６回通常議員総会後、記者会見に臨む大
商の鳥井信吾会頭（左）と、新たに副会頭
に就任した若井敬氏�３月３０日、大商

若
井
敬（
わ
か
い
・
た
か
し
）

１
９
８
３
年
京
都
大
学
経

済
学
部
卒
業
、
近
畿
日
本
鉄

道
（
現
・
近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
入
社
。

２
０
１
６
年
取
締
役
常
務
執

行
役
員
、
２１
年
取
締
役
専
務

執
行
役
員
、
２４
年
６
月
社
長

■
新
副
会
頭
の
略
歴

大阪商工会議所は４月１日、会員の
皆様に２０２６年度の会員証とあわせて、
会費請求書・口座振替通知書をお送り
いたしました。
銀行振込の会員様は、会費などを４

月３０日までにお振り込みくださいます
ようお願い申しあげます。口座振替の
会員様は、４月２８日に指定の金融機関
の口座から引き落としをいたします。
会費・負担金は税法上、損金または

必要経費に算入できます。
また、ご登録内容に変更がある場合

は、大商ホームページにある変更届Ｗ
ＥＢフォームもしくは、請求書に付属
の「変更届」でご連絡くださいますよ
う、あわせてお願い申しあげます。
なお、１号議員選挙（１０月１４日予定）
の選挙権を取得するためには、８月１
日までに会費を納入していただく必要
がありますので、お早めにご納入くだ
さいますようお願い申しあげます。
問合せ 会員組織担当�６９４４・６２５１

近
藤
博
宣
（
こ
ん
ど
う
・
ひ

ろ
の
り
）

１
９
８
５
年
関

西
大
学
商
学
部
商
学
科
卒

業
、大
阪
商
工
会
議
所
入
所
。

２
０
１
７
年
理
事
・
中
小
企

業
振
興
部
長
、
１９
年
常
務
理

事
・
事
務
局
長
、
２６
年
４
月

専
務
理
事

■
新
専
務
理
事
の
略
歴

明 治 以
降、大阪で
活躍した偉
大な企業家
たち。その
言葉は、今
も色あせる
ことなく企
業経営の本
質を指し示
し、私たち
に大きな知
恵や勇気を
与えてくれ
る。「仕事で
壁を感じて
いる」「次の

一歩を踏み出すための、インスピレー
ションが欲しい」──そんな心を動か
す、珠玉の言葉に出会えるのが大阪企
業家ミュージアム。企業家の残した９４
の名言・座右の銘をパネルで展示する
とともに、その情熱や人柄が宿るゆか
りの品々を紹介する。彼らが遺した言
葉の力に触れ、明日への活路を見出す
特別な時間を届ける。会期は４月３日
～７月１８日。
問合せ 大阪企業家ミュージ

アム
�４９６４・７６０１

大
阪
商
工
会
議
所
は
こ
の

ほ
ど
、
事
業
運
営
の
基
本
と

な
る
新
中
期
計
画
「
共
に
創

る
や
っ
て
み
な
は
れ
！
大

阪
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま
と
め

た
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
の

「
挑
戦
都
市
や
っ
て
み
な
は

れ
！
大
阪
プ
ラ
ン
」の
第
２

期
と
し
て
、
そ
の
成
果
を
受

け
継
ぎ
、
２６
年
度
か
ら
３
年

間
に
わ
た
り
取
り
組
む
。

新
計
画
で
は
「
共
創
」
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
す
る
。
万
博
の
レ
ガ
シ
ー

で
あ
る「
共
創
」を
活
か
し
、

大
商
が
「
大
阪
八
百
八
橋
共

創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を

新
た
に
掲
げ
、
多
様
な
主
体

を
つ
な
ぎ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
創
出
や
社
会
実
装
を
後

押
し
す
る
。

ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博

で
披
露
さ
れ
た
技
術
な
ど
、

中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
開
発
し
た
技
術
・
サ
ー

ビ
ス
の
社
会
実
装
と
事
業
化

に
向
け
、
京
阪
神
３
商
工
会

議
所
が
連
携
し
、
開
発
、
実

証
、
販
路
開
拓
、
海
外
展
開

を
一
貫
支
援
す
る
新
た
な
枠

組
み
「
新
事
業
共
創
フ
ァ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
る
。

さ
ら
に
、
２
０
３
０
年
に

夢
洲
で
開
業
予
定
の
大
阪
Ｉ

Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
を

見
据
え
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

産
業
の
高
度
化
や
、
万
博
で

構
築
し
た
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
た
中
小
企
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
支
援
、
人

手
不
足
と
い
っ
た
喫
緊
の
課

題
に
も
対
応
す
る
健
康
経
営

推
進
な
ど
を
展
開
。
万
博
レ

ガ
シ
ー
の
具
体
化
と
、
大
阪

経
済
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
め

ざ
し
、
中
小
企
業
の「
成
長
」

と「
経
営
基
盤
強
化
」に
資
す

る
計
３３
事
業
を
展
開
す
る
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

あ
れ
か
ら
１
年

思
い
起
こ
せ
ば
、
ち
ょ
う

ど
１
年
前
の
今
頃
、
大
阪
・

関
西
万
博
が
開
幕
し
、
筆
者

も
通
期
パ
ス
を
購
入
し
て
、

足
繁
く
夢
洲
に
通
っ
た
。
壮

大
な
大
屋
根
リ
ン
グ
、
個
性

豊
か
な
パ
ビ
リ
オ
ン
の

数
々
、
圧
倒
的
な
水
上
シ
ョ

ー
に
夜
空
を
彩
る
ド
ロ
ー
ン

シ
ョ
ー
や
花
火
な
ど
、
今
で

も
会
場
の
様
子
が
目
に
浮
か

ぶ
▼
何
度
も
挑
戦
し
て
よ
う

や
く
、「
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ

ビ
リ
オ
ン
」
の
１
週
間
前
抽

選
に
当
選
し
た
と
き
や
、
ス

マ
ホ
と
格
闘
し
て
「null 2

」

の
当
日
予
約
が
取
れ
た
と
き

の
喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
っ

た
。
パ
ビ
リ
オ
ン
の
入
場
待

ち
に
何
時
間
も
か
け
て
並
ん

だ
こ
と
や
会
場
か
ら
の
帰

路
、
東
ゲ
ー
ト
か
ら
夢
洲
駅

ま
で
遠
回
り
し
て
歩
い
た
こ

と
も
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か

し
い
▼
次
の
登
録
博
覧
会

（
５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る

大
規
模
博
）
は
、
２
０
３
０

年
１０
月
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

で
開
催
さ
れ
る
リ
ヤ
ド
万
博

だ
。
そ
の
会
場
面
積
は
大
阪

・
関
西
万
博
の
約
４
倍
と
の

こ
と
。
お
金
や
時
間
の
こ
と

を
考
え
る
と
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
が
、
で
き
る
な
ら
ば
行
っ

て
み
た
い
も
の
だ
▼
残
念
な

が
ら
、
最
近
の
中
東
は
緊
迫

し
た
情
勢
が
続
い
て
い
る

が
、
大
阪
・
関
西
万
博
と
同

様
に
、
４
年
後
の
リ
ヤ
ド
万

博
も
世
界
各
国
か
ら
訪
れ
る

来
場
者
が
安
心
・
安
全
に
、

笑
顔
で
楽
し
め
る
よ
う
に
願

い
た
い
。

（
鷹
鷲
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

会費等ご納入のお願い

大阪企業家ミュージアム特別展示
�企業家たちの珠玉の名言とゆかりの品�
̶言葉の力が明日への活路を見出す̶

２０２６年度事業計画 ��
おいでやす！繊維・ファッション買い
付け商談会 �

第第６６回回通通常常議議員員総総会会

▼詳細は
こちら

共
に
創
る
や
っ
て
み
な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ
ン

�
大
阪
八
百
八
橋
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
�で

多
様
な
主
体
を
つ
な
ぎ
、社
会
実
装
を
後
押
し

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

第６回通常
議 員 総 会

鳥
井
会
頭

あ
い
さ
つ（
要
旨
）

新中期計画の
初年度始まる

若
井
敬
氏
が
副
会
頭
に

新
中
期
計
画
が
決
定万博のレガシー�共創�を活かし

�ＯＭＯＲＯＩ未来�を共に創る

共に創る やってみなはれ！ 大阪プラン

２０２６年（令和８年）４月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３９５（１）
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在阪企業の７割以上が「影響あり」
　　もしくは「今後影響が出る可能性あり」

すでに影響が出ている

現時点では影響は出ていないが、
今後影響が出る可能性がある

現在・今後を含め、
影響はない（見込み）

現時点ではわからない、
影響を精査中

その他

14.6％14.6％

58.8％58.8％

10.1％10.1％

15.2％15.2％
1.3％1.3％

他社、大学・研究機関、自治体などとの
「共創・協業」について

重要だと思う
／関心がある

どちらかというと重要だと思う
／関心がある

どちらかというと
重要だと思わない
／関心がない

重要だと思わない
／関心がない

30.4％30.4％

39.9％39.9％

18.8％18.8％

10.8％10.8％

関心あり
70.3％

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
関

西
経
済
連
合
会
と
共
同
で
四

半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
経
営
・
経
済
動
向
調
査
」

の
結
果
を
こ
の
ほ
ど
、
公
表

し
た
。
調
査
は
２
月
１２
〜
２４

日
、
１
４
９
５
社
を
対
象
に

実
施
し
、
４
１
６
社
か
ら
回

答
を
得
た
。

足
も
と
１
〜
３
月
期
の
自

社
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
（
「
上
昇
」

と
回
答
し
た
割
合
か
ら
「
下

降
」
と
回
答
し
た
割
合
を
引

い
た
指
数
）
は
３
・
４
と
な

り
、
前
回
（
２１
・
７
）
か
ら

プ
ラ
ス
幅
が
縮
小
。
大
企
業

は
１３
・
７
と
プ
ラ
ス
を
維
持

す
る
も
、
中
小
企
業
は
マ
イ

ナ
ス
４
・
８
と
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
た
。

自
社
業
況
が
「
上
昇
」
と

回
答
し
た
企
業
か
ら
は
、
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
関
連
の
設
備

投
資
需
要
が
堅
調
と
の
声
が

あ
っ
た
。
一
方
、「
下
降
」
と

回
答
し
た
企
業
か
ら
は
、
円

安
や
物
価
高
に
よ
る
仕
入
れ

価
格
の
上
昇
を
価
格
転
嫁
し

き
れ
な
い
と
い
っ
た
声
や
、

人
手
不
足
が
受
注
の
足
か
せ

に
な
っ
て
い
る
と
の
声
が
あ

っ
た
。

２
０
２
６
年
度
の
正
社
員

の
賃
上
げ
に
つ
い
て
、
大
企

業
、
中
小
企
業
と
も
に
６
割

以
上
が「
賃
上
げ
を
検
討
」、

う
ち
中
小
企
業
で
は
約
７
割

が
「
業
績
の
改
善
は
な
い
が

賃
上
げ
を
検
討
」
と
回
答
し

た
。
人
員
確
保
の
た
め
賃
上

げ
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
え
な

い
中
小
企
業
の
窮
状
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
賃
上
げ
を
検
討

し
て
い
る
企
業
の
う
ち
、
２

０
２
５
年
の
物
価
上
昇
を
上

回
る
「
３
％
以
上
」
を
検
討

す
る
の
は
大
企
業
で
約
８

割
、
中
小
企
業
は
半
数
と
な

っ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

ト検定試験」「ビジネス会計検定試
験」「日商・東商企画検定試験」（簿
記、ビジネス実務法務検定など１４
検定試験）を実施する。
・メンタルヘルス・マネジメント
検定試験の公式テキスト改訂、ビ
ジネス会計検定試験の公式テキス
ト・過去問題集の適時改訂を実施
する。
・受験対策ＷＥＢ講座（メンタル
ヘルス／ビジネス会計、オンデマ
ンド配信）やメンタルヘルス・�
種合格者フォーラムを運営する。

挑戦する企業文化の創造

（１）経営力の向上
・新たな時代の経営者に求められ
る考え方や知識を学ぶとともに、
参加者同士のネットワーク構築を
促進する「大商稲穂塾」を実施す
るとともに、経営者対象の実務講
座（経営マネジメント講座、数字
の見方・使い方講座など）を実施
する。
・経営に役立つ多様なテーマによ
るオンライン講演会「チェンバー
カレッジ」を実施する。
（２）イノベーション志向の組織
づくり
・イノベーションを生み出す組織
への変革を支援するため、「経営者
のための組織づくり実践ゼミ（仮
称）」を実施する。
（３）企業家精神の高揚・伝承（大
阪企業家ミュージアムの運営）
・主展示、常設・特別展示、老舗
企業特設展示の実施。
・各種講演会・研修の開催。若い
世代に関心の高い経営者などもと
りあげる。
・開館２５周年記念事業の実施。今
活躍する企業家を迎えての講演や
識者などとの対談を実施。加えて、
幅広い世代に関心の高い企業家の
インタビュー映像を収録。
（４）健康経営の推進
・心の健康の維持増進を通じて、
健康経営の推進にも役立つ「メン
タルヘルス・マネジメント検定試
験」のさらなる普及・拡大を目指
す。その一環で、検定創設２０周年
記念シンポジウムを開催し、併せ
て公式テキスト改訂のＰＲも行
う。
・職場のメンタルヘルス対策を支
援するため、「大商ＥＡＰサービ
ス」「大商ストレスチェックサービ
ス」を実施する。

人手不足への対応

実践演習が豊富な新入社員向けビジネ
スマナー講座

・人材（新卒・中途・外国人・障
がい者・シニアなど）の採用支援、
外部人材（兼業・副業など）の活
用。
・中小企業の若手人材の採用を支
援するため、複数の大学などと情
報交換することができる「大学等
と企業との就職情報交換会」を開
催するとともに、「採用担当者のた
めの情報交換会」などを実施する。
・外国人留学生の活躍を応援する
とともに、中小企業の人材確保に
資するため、「【学校×企業】外国
人留学生採用のための情報交換
会」を開催する。
・障がい者や要支援の方の採用を
後押しするため、「障がい者雇用促
進セミナー」を開催する。
・採用や外部人材（兼業・副業な
ど）の活用など、企業からの相談
に応じるため、人材採用を支援す
る民間企業・団体などと連携し、
多様なサービスを提供する。

７７．．商商流流創創造造・・ググロローーババルル
展展開開パパッッケケーージジ

商談会の開催

多業種型の総合商談会「大阪勧業展」
・日本最大級の売り込み型商談会
「買いまっせ！売れ筋商品発掘
市」、大手流通業バイヤーへの個別
売り込み型商談「ザ・ベストバイ
ヤーズ」を開催する。
・大阪府内の中小企業などが、商
品・サービスを出展する多業種型
総合商談会「大阪勧業展」を開催
する。
・百貨店催事を通じ消費者ニーズ
を掴む「大阪クリエイトフェア」
を開催する。
・大阪に拠点を置く外国人企業が
商談会を通じて販路拡大を図れる

よう支援する。

ザ・ビジネスモールを活用した商
談機会の創出

・全国の商工会議所・商工会と連
携し、会員企業の企業ＰＲ情報、
商談案件をインターネット上で公
開する商取引支援サイト「ザ・ビ
ジネスモール」を運営する。
・サイトの国際化（日英併記）：
商工会議所・商工会会員企業の同
サイトユーザーに外国人が増加し
ていることを受け、英語表記の追
加を進める。

アセアンビジネス促進プラットフ
ォーム

・成長著しいアセアン市場への参
入やビジネス拡大を支援するた
め、販路開拓・販路拡大（スター
トアップ、グリーン分野含む）や
投資・進出に関する情報提供、ス
タートアップ、グリーン分野にお
ける中小企業への支援事業を行
う。
・「日本アセアンビジネス促進プ
ラットフォーム」のアセアン各地
の商工会議所などと連携し、セミ
ナーや商談会、現地視察などを実
施するほか、海外展開のコンサル
ティングなどの個別支援にも一層
注力し、中小企業のアセアン各国
などとの貿易・投資促進を支援す
る。

日本とアセアン各国の若手経営者交流
事業

・若手経営者との交流事業を通じ
たネットワークの構築、国内外の
高度外国人材の活用に関する情報
提供や他部署とも連携した相談会
の開催、企業の現地ジョブフェア
への参加など、人材育成・交流事
業に取り組む。

クロスボーダー市場展開支援

・海外市場開拓支援：日本企業
（スタートアップ含む）の販路開
拓、新規調達、海外展開を支援す
るため、国内外バイヤー・サプラ
イヤーとのマッチング事業（グロ
ーバル・バイヤーズ）や海外展示
会への出展などを実施する。
・中国ビジネスプラットフォー
ム：日中を取り巻く政治・経済環
境の変化リスクに対応すべく、攻
めと守りのバランスを考え、時宜
をえたテーマのセミナーなどを開
催するほか、現地に実務視察団を
派遣して企業の対中ビジネスを判
断する場を提供する。
中でも、中国が直面する急速な高
齢化問題に対し、日本が蓄積した
ノウハウを提供することにより、
日本企業のビジネス拡大と中国な
どの社会課題解決に寄与する日中
シルバービジネス交流会を状況を
見据え立ち上げる。
・グローバルサウス等新興国ビジ
ネス研究会：インド等南西アジ
ア、アフリカ、中東、南米を対象
とし、製造拠点設置、人材確保な
どをテーマとしたセミナー、交流
会、相談会、視察などを開催する。
・�新�大阪プロモーションプロ
ジェクト：海外の有力企業を大阪
に誘致するため、万博後に国際化
の進む大阪を海外企業が知り、市
場可能性を把握する機会を提供す
る。
・大阪外国企業誘致センター（Ｏ
―ＢＩＣ）：政府の対日投資策や
国内外のジェトロ、各国公館との
連携を図り、外国企業の大阪進出
を支援するとともに、国内外で大
阪の誘致に向けたプロモーション
活動を行う。
・ビジネス実務支援：海外展開に
必要な講座や個別相談を随時開催
する。
・特恵・非特恵原産地証明：中堅
・中小企業などの円滑な貿易促進
のため、各種貿易証明書、特定原
産地証明書の発給などを行う。
また、ＲＣＥＰなどＥＰＡ特定原
産地証明書の活用に向け、書類作
成方法に関する相談事業を行うと
ともに、自己証明制度の原産品申
告書などの作成代行サービスを実
施する。

�．インフラ整備、提言
・要望

イインンフフララ整整備備
都市インフラの整備促進

関西の高速道路網の早期整備要望

・北陸新幹線の大阪延伸に向け、
「北陸・関西連携会議」や「北陸
新幹線早期全線開業実現大阪協議
会」の活動などを通じて、要望活
動や機運醸成事業を実施する。
・リニア中央新幹線の全線開業に
向け、「リニア中央新幹線早期全線
開業実現協議会」「リニア中央新幹
線建設促進経済団体連合会」の一
員としての要望活動や機運醸成事
業を実施する。
・「関西３空港懇談会」「関西国際
空港全体構想促進協議会」の活動
などを通じて、関西の成長に資す
る航空インフラ整備に取り組む。
・関西の高速道路ミッシングリン
ク解消に向け、淀川左岸線（延伸
部・２期）の整備などについて、
「関西高速道路ネットワーク推進
協議会」の活動を通じて要望活動
を実施する。
・夢洲や新大阪周辺地域の魅力あ
る都心づくりに関する意見発信
や、関係者と連携した機運醸成と
整備計画の具体化に取り組む。

提提言言・・要要望望
国・自治体などへの政策提言・要
望活動の実施

中小企業対策に関する要望の実現を求
める

・国・地元自治体などに対し、大
商中期計画の推進をはじめ、会員
企業の経営環境改善（中小企業対
策、税制改正など）、成長戦略、規
制緩和、まちづくりなど幅広いテ
ーマでの政策提言・要望活動を実
施する。

�．組織基盤の強化・支
部の活動

組組織織基基盤盤のの強強化化
効果的な広報・PR活動

・会員と大商をつなぐ機関紙「大
商ニュース」やホームページ、大
商事業を紹介した「大商便利帖」、
大商メールステーション、フェイ
スブックなどのＳＮＳの活用によ
り、大商事業の広報・ＰＲを精力
的に行う。
・ソーシャルメディア／ＳＮＳを
活用し、これまで接点がなかった
層への発信を図るとともに、大商
の伴走支援による中小企業の販路
開拓や新分野進出の成功事例をわ
かりやすく紹介し、会員企業の経
営改善を支援する。
・中期計画を推進するシンポジウ
ムを新聞社と数回共催するととも
に、大商の活動が一層マスメディ
アに取り上げられるよう、報道関
係者への「提案型」広報に注力す
る。

３万会員維持・会員満足度向上

・安定的な３万会員を維持するた
めに、新規会員勧誘活動と会員継
続促進活動を展開する。
・大商が実施する会員に役立つ事
業を紹介して、加入を促すととも
に、会員の事業・サービス利用の
増加を目的とした会員満足度向上
活動、会員ニーズに即した事業紹
介・広報などに取り組む。
・こうした活動を通じて大商のフ
ァンを拡大し、事業の価値の共有
と会員満足度の向上を図る。

支支部部のの活活動動
・経営指導員が巡回訪問し、金融、
事業承継、ＩＴ化、販路開拓など、
伴走型経営支援を行う
・小規模事業者経営改善資金融資
（マル経融資）など、金融に関す
る説明会・個別相談会を開催す
る。
・各地域のニーズ・特性に応じた
地域活性化事業・小規模事業者支
援事業などを実施する。
北支部：経営力向上支援事業、

商店街集客支援事業、親族内承継
支援事業
東支部：中小企業の生産性向上

支援、東部商店街にぎわい創出事
業
中央支部：ＢＣＰ策定支援事

業、ミナミ活性化事業
西支部：西部エリア「え～もん

市」、ものづくり加工ネットワーク
強化交流会
南支部：商店街や商業施設を核

とした�まちづくり�事業（あべ
の天王寺・サマーキャンパス、デ
ジタルツール・デザインを活用し
た企画・集客力強化セミナー＆ワ
ークショップ、逸品マルシェ）

大
阪
商
工
会
議
所
は
こ
の
ほ
ど
、「
中
東
情
勢
が
在
阪
企
業
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る

緊
急
調
査
」
の
結
果
を
発
表
し
た
。
回
答
企
業
の
７
割
以
上
が
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
の
上
昇
、
物
流
の
混
乱
に
よ
る
調
達
遅
延
な
ど
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
調
査
は
３
月
１２
〜
１５
日
に
実
施
。
会
員
企
業
３
９
７
社
か
ら
回
答
を

得
た
（
有
効
回
答
率
２１
・
５
％
）。

中
東
情
勢
緊
迫
化
に
よ

る
、
自
社
の
経
営
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
１４
・
６
％
が

「
す
で
に
影
響
が
出
て
い
る
」

と
答
え
、
５８
・
８
％
は
「
今

後
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
し
た
。
想
定
さ
れ
る

影
響
の
内
容
は
、「
原
材
料
・

資
材
等
の
調
達
コ
ス
ト
上

昇
」（
７８
・
４
％
）が
最
多
と

な
り
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
上
昇
」（
７１
・
５
％
）、「
物

流
の
混
乱
に
伴
う
調
達
遅

延
、
コ
ス
ト
上
昇
」（
６２
・
２

％
）
と
続
い
た
。

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
」

が
約
半
数
（
５０
・
３
％
）
あ

っ
た
も
の
の
、
４
分
の
１
以

上
（
２５
・
５
％
）
の
企
業
が

「
対
応
策
を
と
る
（
準
備
中

・
予
定
・
検
討
予
定
を
含

む
）」と
回
答
し
た
。
対
応
策

の
内
容
は
、「
原
材
料
や
部
品

等
の
調
達
先
の
多
様
化
」（
５３

・
５
％
）
が
最
多
と
な
り
、

「
在
庫
の
積
み
増
し
」（
３５
・

６
％
）、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原

材
料
等
の
コ
ス
ト
上
昇
に
備

え
た
運
転
資
金
の
確
保
」（
３０

・
７
％
）
と
続
い
た
。

ま
た
政
府
な
ど
に
対
し
、

原
材
料
や
輸
入
コ
ス
ト
な
ど

の
増
加
に
伴
う
資
金
繰
り
支

援
な
ど
を
求
め
る
声
が
あ
っ

た
。大

商
は
、
本
部
と
５
支
部

に
特
別
相
談
窓
口
を
設
置
。

中
東
情
勢
や
原
油
価
格
高
騰

な
ど
に
よ
っ
て
困
難
に
直
面

す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
対
象
に
、
資
金
繰
り

や
経
営
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
こ
の

ほ
ど
、「
中
堅
・
中
小
企
業
の

業
況
・
経
営
課
題
等
に
関
す

る
調
査
」
の
結
果
を
発
表
し

た
。
大
阪
府
内
９
商
工
会
議

所
が
共
同
で
実
施
し
た
も
の

で
、
調
査
期
間
は
２
月
６
〜

２０
日
。
大
阪
府
内
の
資
本
金

１０
億
円
以
下
の
企
業
６
１
１

社
が
回
答
し
た
。

ま
ず
、
足
も
と
の
経
営
課

題
は
「
新
規
顧
客
開
拓
・
販

路
開
拓
」
が
最
多
（
４６
・
０

％
）
と
な
り
、「
人
手
不
足
へ

の
対
応
」（
４２
・
７
％
）「
コ

ス
ト
高
騰
分
の
価
格
転
嫁
」

（
３１
・
８
％
）
が
続
い
た
。

次
に
、
他
社
や
大
学
・
研

究
機
関
な
ど
と
の
「
共
創
・

協
業
」
に
つ
い
て
は
、
約
７

割
（
７０
・
３
％
）
が
「
重
要

だ
と
思
う
／
関
心
が
あ
る
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
重
要

だ
と
思
う
／
関
心
が
あ
る
」

と
回
答
。
そ
の
理
由
と
し
て

「
新
た
な
販
路
・
市
場
開
拓
」

（
５７
・
６
％
）、「
経
営
資
源

の
補
完
」（
５７
・
１
％
）「
新

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
」

（
４９
・
３
％
）
を
期
待
す
る

回
答
が
上
位
を
占
め
た
。
一

方
、
共
創
に
取
り
組
む
た
め

の
課
題
と
し
て
、「
社
内
に
担

当
で
き
る
人
材
が
不
足
」（
３４

・
５
％
）、「
適
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
（
企
業
、
大
学
・
研
究

機
関
、
自
治
体
な
ど
）
が
見

つ
か
ら
な
い
」（
３０
・
６
％
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
為
替
レ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
半
数
強
（
５１
・
９

％
）
の
企
業
が
、
１
ド
ル
１

３
０
円
台
以
上
の
円
高
が
経

営
上
望
ま
し
い
と
回
答
。
調

査
時
点
の
為
替
相
場
と
１５
円

以
上
乖
離
す
る
影
響
と
し

て
、「
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
上
昇
等
に
伴
う
コ
ス
ト

上
昇
」（
５３
・
９
％
）「
コ
ス

ト
上
昇
に
見
合
う
価
格
転
嫁

が
難
し
い
」（
３４
・
３
％
）と

の
回
答
が
多
か
っ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月
２３

日
、第
２５
回
常
議
員
会
を
開
き
、

�
会
員
加
入
�
次
期
中
期
計
画

お
よ
び
２
０
２
６
年
度
事
業
計

画
（
案
）
�
２
０
２
６
年
度
収

支
予
算
（
案
）
�
事
務
規
約
の

一
部
変
更
�
参
与
委
嘱
の
承
認

�
�
に
つ
い
て
審
議
し
、
了
承

し
た
。

ま
た
、
�
２
号
議
員
の
選
任

�
部
会
長
・
委
員
長
の
選
任
�

「
第
１７
回
水
と
光
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
」
開
催
�
保
有
株

式
（
日
本
パ
レ
ッ
ト
プ
ー
ル
株

式
会
社
）
の
売
却
�
�
に
つ
い

て
報
告
し
た
。◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会
員

数
は
法
人
２
万
３
８
０
４
、
団

体
１
０
３
０
、
個
人
７
９
１
９

の
合
計
３
万
２
７
５
３
と
な
っ

た
。

◆
２
号
議
員
の
選
任

◎
機
械
部
会（
２
月
２５
日
選
任
）

岩
波
清
久
・
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｒ
代

表
取
締
役
会
長

◎
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

（
２
月
２７
日
選
任
）
伊
藤
毅
・

参
天
製
薬
代
表
取
締
役
社
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ

◆
部
会
長
の
選
任

◎
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

（
２
月
２７
日
選
任
）
上
羽
尚
登

・
岩
谷
瓦
斯
代
表
取
締
役
社
長

◆
委
員
長
の
選
任

◎
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
振
興
委

員
会
（
３
月
４
日
選
任
）
木
村

徹
・
住
友
フ
ァ
ー
マ
代
表
取
締

役
社
長

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
初

代
会
頭
の
五
代
友
厚
が
、
大

久
保
利
通
や
渋
沢
栄
一
ら
幕

末
・
明
治
の
政
府
・
財
界
人

と
交
わ
し
た
書
簡
や
事
業
に

か
か
わ
る
書
類
な
ど
、
約
６

０
０
０
点
を
「
五
代
友
厚
関

係
文
書
」
と
し
て
所
蔵
し
て

い
る
。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
同
文
書
を
順
次
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
新
た
に
５
点
を

追
加
し
合
計
６３
点
を
公
開
。

五
代
を
は
じ
め
と
す
る
明
治

期
の
経
済
史
研
究
な
ど
に
活

用
で
き
る
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

在阪企業の７割以上が影響懸念

五
代
友
厚
関
係
文
書

新
た
に
５
点
追
加

中東情勢の緊迫化に関する緊急調査

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

本部と支部に特別相談窓口

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

中
小
企
業
の
経
営
課
題
な
ど
の
調
査

約
７
割�
共
創
・
協
業
�に
関
心
あ
り

経
営
・
経
済
動
向
調
査

１̶３月期

自
社
業
況
の
プ
ラ
ス
幅
縮
小

中
小
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る

▼詳細は
こちら

常常
議議
員員
会会
開開
くく

▼詳細は
こちら

（２）２０２６年（令和８年）４月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９５



大阪商工会議所は、中期計画「共に創る やってみなはれ！ 大阪プラン（２０２６～２８年度）」の初年
度として、中堅・中小企業の新分野への挑戦を支援する「価値創出・課題解決プロジェクト」と、稼
ぐ力の向上を中心に中小企業が抱える課題に幅広く対応する「経営基盤強化パッケージ」の計３３事業
を推進する。また、「大阪八百八橋共創プラットフォーム」を全事業の根底の理念に据え、多様な主体
をつなぎ、社会実装を後押しする共創を促進する。

�．価値創出・課題解決
プロジェクト

１１．．ももののづづくくりり××イイノノベベーー
シショョンンププロロジジェェククトト

次世代テックフォーラムの運営

・様々な先端技術（次世代テック）
を活用した、企業のビジネス創出
を支援するため、「次世代テックフ
ォーラム」を運営する。
・ＡＩ技術、Ｎｅｏマテリアル、
新エネルギー、宇宙、防衛／防災
の５つのクラスターの運営を行
い、それぞれのクラスターに関す
る最新情報を提供するとともに、
個別テーマごとに関心企業が集う
グループ組成を支援、具体的なビ
ジネスの開発を支援する（マッチ
ングを行う）。

ＳＤＧｓ／ＥＳＧプラットフォー
ムの運営

・中小企業などを対象に、ＳＤＧ
ｓ／ＥＳＧへの対応を支援するた
め、ＣＯ２削減に関する施策や環境
・エネルギービジネス関連情報な
どを提供するセミナーや、個社の
具体取り組みを促すコンサルティ
ングサービスを実施する。
・グリーンイノベーションの推進
を支援するため、他地域とも連携
して、大企業や中小企業、大学や
研究機関などが持つ関連技術の橋
渡しを行うとともに、関連製品・
サービスの販路拡大を支援する。

スタートアップ支援事業の推進

・京都・神戸の商工会議所などと
共同で、国内外の商工会議所など
とのネットワークを活かし、関西
圏のスタートアップと各国・エリ
アのスタートアップ・地元企業と
の交流・ビジネスマッチングを行
う。新たな市場開拓とスタートア
ップ誘致につなげる。
・大学発スタートアップのピッチ
イベント「Ｕ―ＳＴＡＲＴ ＵＰ」
を実施し、技術力の高いスタート
アップと企業のオープンイノベー
ションを促すとともに、国内外の
スタートアップの大阪への誘致を
行う。
・万博開催を機に、主にＢ２Ｃ製
品・サービスの最終上市を目指す
スタートアップを支援するため、
まちなかでの展示評価型イベント
「DocoDemoFestival（通称：ＤＤ
Ｆｅｓ）」を開催する。スタートア
ップや中小企業などからのニーズ
をくみ取り、町工場などのものづ
くり企業につなぐことで、試作品
作りや既成製品の改良などを支援
する。

町工場リボーンチャレンジ・コミ
ュニティの運営

万博に出展した町工場の共創ネットワ
ークから新たなプロジェクト創出を促
す

・「リボーンチャレンジ・コミュ
ニティ」の拡大と深化：万博出展
企業のネットワークを核に新規参
画企業を加え、交流できるプラッ
トフォームを設置。技術や情報の
共有、新たな共創プロジェクトの
創出を促す。
・万博レガシー技術の社会実装支
援：万博で展示された技術やソリ

ューションを、中小企業が取り入
れ、新たなビジネスチャンスにつ
なげられるよう導入事例や具体的
な活用方法を発信する。
・万博テーマを継承する新プロジ
ェクトの創出：万博で生まれたイ
ノベーションを継続的に生み出す
モデルを研究する。
・スタートアップなどの試作ニー
ズを、「町工場ネットワーク」や
「リボーンチャレンジ・コミュニ
ティ」につなぎ、新製品開発を支
援する。

ＭｏＴＴｏ ＯＳＡＫＡオープン
イノベーションフォーラムの運営

・関西商工会議所連合会、関西圏
の商工会議所と連携し、国内外の
大企業の技術ニーズやスタートア
ップ／中小企業のシーズを、大企
業、中小企業などにつなぐことで
新技術・新製品の開発を支援する
「ＭｏＴＴｏ ＯＳＡＫＡ オー
プンイノベーションフォーラム」
を運営する。

繊維・ファッション産業のイノベ
ーション促進

繊維・ファッション産業買い付け商談
会

・万博出展での共創の経験を踏ま
え、交流を通じ繊維・ファッショ
ンの未来を創造するとともに、人
材育成を図る「企業間共創交流事
業」を実施する。
・「買い付け方式」で新たな取引
関係を構築する「繊維買い付け商
談会」を開催する。
・海外展開、繊維・ファッション
産業の動向、環境ルール、新しい
技術や素材をプレゼン＆交流会方
式などで紹介する「大阪ファッシ
ョン産業振興フォーラム」を開催
する。

２２．．ウウエエルルネネススビビジジネネスス創創
出出ププロロジジェェククトト

創薬推進支援

・国内外の大学、研究機関、スタ
ートアップ、バイオベンチャーな
どから、大手製薬企業への創薬シ
ーズの技術移転や共同研究を促進
する「創薬シーズ・基盤技術アラ
イアンスネットワーク（ＤＳＡＮ
Ｊ）」を運営。個別面談マッチング
を行う「DSANJ Bio Conference」
を夏期、冬期の年２回開催する。
・万博期間に拡大した国際ネット
ワークを活かし、海外案件を拡充
するとともに診断薬の研究も対象
にし、案件の魅力を向上する
・ＤＳＡＮＪが収集した創薬シー
ズや創薬スタートアップに対し、
海外のベンチャーキャピタルなど
が投資する仕組みを構築する。

医療機器ビジネス創出支援

次世代医療システム産業化フォーラム
（ＭＤＦ）

・医療現場のニーズをもとに、企
業と医療機関などとのマッチング

を行い、医療機器などの開発を進
め、上市までを包括的に支援する
「次世代医療システム産業化フォ
ーラム（ＭＤＦ）」を運営する。
・デジタル医療や看護・在宅医
療、介護・福祉、再生医療分野の
機器、用具、用品なども対象に行
う。
・事業化促進のために、専門家に
よる個別相談や開発製品を医療専
業メーカーなどへ売り込む逆見本
市、医療従事者による製品・サー
ビス評価事業なども実施する。
・全国の医工連携のハブとして、
経産省の全国を対象にした医療機
器開発支援相談事業を請け、実施
する。

ヘルスケア・スポーツウエルネス
ビジネス創出支援

・健康維持・増進のモチベーショ
ンが働き、社会実装可能なヘルス
ケアビジネスを生み出す「ヘルス
ケア共創プラットフォーム（仮
称）」を設置。スポーツや美容など、
実装へのフックを有する製品・サ
ービスの創出・普及を進め、ロン
ジェビティ（健康寿命の増進）、W
ell-beingを大阪・関西から発信す
る。
・万博レガシー事業として一般市
民向けにヘルスケア製品・サービ
スの展示機会を設ける。
・アスリート人材の活躍を支援す
るため、企業とのマッチング機会
を設ける。

「未来の医療」の推進

・医療従事者や患者の負担を軽減
する「優しい病院」や「優しい介
護」などをテーマに、在宅介護や
在宅看護における課題解決や先進
的な取り組みに積極的な介護施
設、善光会などと連携し、企業間
共創による解決策を検討する。
・大阪医療センターや大阪大学医
学部附属病院、国立循環器病研究
センター、医薬基盤・健康・栄養
研究所、公立大学法人大阪、未来
医療推進機構、大阪けいさつ病院、
また在宅介護・看護、テクノロジ
ー導入などに積極的な介護施設と
連携で行う。
・「環境に配慮した医療」などに
関する現場の課題と企業のマッチ
ング、現場での実証などを行う。

メドテック分野のグローバル展開
推進

医療系スタートアップが競う国際ピッ
チコンテストを開催

・豪州の医療系アクセラレータ
「メドテック・アクチュエータ」
や、欧州・中東・アジアなどの海
外支援機関などと協働し、国内外
の優れた医療系スタートアップの
発掘・育成事業を実施する。
・万博期間中に実現したグローバ
ルピッチ決勝戦のノウハウ、ネッ
トワークなどを基に、同種のコン
テスト決勝戦などを開催する。
・海外アクセラレータや支援機関
が持つグローバルな支援ネットワ
ークと、日本の支援ネットワーク
を接続させ、双方の技術や資金を
活かした支援策を拡充する。
・ＪＩＣＡ関西と協働し、途上国
・新興国などの医療・健康課題を
抽出し、その解決策を持つ国内企
業の販路開拓を推進する。

未来技術×医療・健康共創プラッ
トフォームの運営

・医療・健康分野の企業が世界の
技術トレンドに早期にリーチし、
新規性の高いソリューションの創
出を促すプラットフォームを立ち
上げる。
・広く世界の未来テクノロジーに
知見のある専門家や投資金融機関
などの意見も共有し、今後のビジ
ネス検討に活かす勉強会を開催す
る。

３３．．都都市市魅魅力力再再構構築築ププロロジジ
ェェククトト

エリア特性を生かした都市魅力の
向上

・公民連携による「水と光のまち
づくり推進会議」傘下団体の活動
を支援するとともに、同会議の実
施事業を通じたまちづくり・まち
そだての新たな担い手の活躍支援
に取り組むほか、水都大阪の活性

化に向けた事業を推進する。
・交通を軸にしたインクルーシブ
なまちづくりの推進。
・ＷＥＢクイズ「なにわなんでも
大阪チャレンジ」を地方独立行政
法人大阪市博物館機構と連携して
実施し、大阪への郷土愛と誇り「シ
ビックプライド」の醸成および地
域の活性化につなげる。

グレーターミナミの活性化

・グレーターミナミエリアの自治
体や商工会議所、企業などと引き
続き連携するとともに、共創タス
クフォースの議論を通じて得た知
見を活かし、１）グレーター・テ
ロワール（食・観光振興）、２）グ
リーン・ベイ（環境）、３）外国人
誘致・居住をテーマに、地域のブ
ランディングを推進し、エリア内
への企業・プロジェクト誘致を促
進する。
・グレーターミナミシティにおい
て、グローバル化とイノベーショ
ンを促進する「グローカル育成協
議会」の活動を支援する。

大阪ＩＲ開業に向けたホスピタリ
ティ産業の振興

・大阪ＩＲの２０３０年開業を契機と
した大阪のホスピタリティの産業
高度化とＩＲの経済効果の波及を
目指す。
・ホスピタリティ産業の現状や課
題、高度化に向けた取り組みにつ
いて関係者と連携のうえ調査・検
討し、必要な要望・提言を行う。
また、講演会やシンポジウムなど
で情報発信を行う。
・関係機関と連携のうえ、人材育
成や周遊観光、ＭＩＣＥの推進、
また、大阪の幅広い製品・サービ
ス、食材や食文化が大阪ＩＲの調
達に参入できるよう、関心企業に
よるコンソーシアムを設置。具体
取り組み方策を検討する。
・大阪の「食」「まち」「ひと」「文
化」などの魅力をＳＮＳなどを通
じて発信し、万博終了後も大阪へ
の注目を高め、周遊観光を促す。

商店街の集客力強化

・「商店街で朝食を」「レトロビル
商店街」「開運商店街」などにより
商店街をブランディングし情報発
信する。
・「１００円商店街」など商店街の集
客の取り組みを支援する。
・新たな商店街出展者につながる
事業者を発掘する「商店街ちょい
売り商談会」を開催する。

４４．．ままちちななかかリリビビンンググララボボ
ププロロジジェェククトト

リビングラボの推進

・大阪工業大学と連携して都心型
オープンイノベーション拠点「X
port」を運営し、大企業、中堅・中
小企業、スタートアップ、社会人、
学生など様々な主体の共創を通じ
て課題や新規事業創出のためのマ
ッチング支援を行う。
・スーパーシティの活用により、
規制・制度改革とデータ連携を一
体的に進めることで、様々な生活
分野において先端的サービスを実
装し、未来社会の先行実現を目指
すため、大阪府、大阪市と連携し、
情報発信や活用に関心を持つ企業
などとフィールドとのマッチング
などを行う。

実証事業の推進

・実証事業を希望する企業に対
し、大阪府・大阪市・大商による
「実証事業推進チーム大阪」を運
営し、大阪府・大阪市や民間企業
の施設などのフィールド調整を行
い円滑な技術実証を支援するとと
もに、国内外へのＰＲを行う。
・実証事業を希望する企業に対
し、民間企業、エリアマネジメン
ト団体などと連携し、都心シンボ
ル的な空間での技術実証、市場調
査、その他各種実証実験支援を行
う。

新新事事業業共共創創フファァーームム
（（仮仮称称））

新事業共創ファーム（仮称）

・大阪・関西万博に向けて開発・
展示された技術をはじめ、中小企
業やスタートアップが自社または
複数者で開発した技術・サービス
の社会実装や事業化を支援するた
め、国の支援と協力を得て、京都
・大阪・神戸の商工会議所が連携
して、開発・実証・マッチング・
販路開拓・海外展開などを一貫支
援する「新事業共創ファーム（仮
称）」を展開する。

・相談窓口を設置するほか、支援
対象企業を選定しメンタリングや
伴走による徹底支援、また支援企
業や支援機関が集う交流会、成果
の発表会を実施する。
・京阪神３会議所の各種支援メニ
ューを相互活用し、会員の大企業
・中堅企業と、中小企業・スター
トアップの共創・協業を促進す
る。

�．経営基盤強化パッケ
ージ

５５．．稼稼ぐぐ力力強強化化パパッッケケーージジ
経営基盤強化

女性の起業促進セミナー
・経営指導員が窓口相談・巡回指
導により、個々の中小企業・小規
模事業者が直面する経営課題の解
決を支援する。特に、事業計画の
策定支援を通じて、経営課題の発
掘、支援策の提供を拡充する。小
規模事業者持続化補助金などの国
・自治体の補助金・助成金を活用
した経営力向上を支援する。
・経営相談室に専門相談窓口を設
置し、専門家（士業など）が事業
者が抱える高度かつ専門的な経営
課題の解決に向けて助言を行う。
・小規模事業者の資金繰りの安
定、財務状況の改善などを目的に、
経営指導員が日本政策金融公庫へ
の小規模事業者経営改善融資制度
（マル経融資）の推薦や金融機関
へのつなぎ、大阪産業局の小規模
企業者等設備貸与申し込みなどの
支援を行う。
・創業に必要な知識の習得や創業
計画の策定を支援するセミナーや
スクールを開催する。また、個別
相談を実施するとともに、制度融
資などの申請を支援する。さらに、
女性起業家のスケールアップを支
援するワークショップやグループ
メンタリングなどのプログラムを
実施するほか、商品・サービスの
テストマーケティングの機会も提
供する。
・大阪市と共同で策定した計画に
基づき、大規模自然災害などの発
生時における事業継続の備えを啓
発するセミナー・体験型ワークシ
ョップなどを開催するとともに、
非常時の事業継続計画（ＢＣＰ）
の策定を支援する。
・賠償責任、事業休業、債権回収
不能など事業活動における様々な
リスクに対応した保険や、業務災
害の補償など従業員の福利厚生を
充実させるための保険を提供す
る。
・小規模交流会「びじこね」「ふら
っと」「新入会員の集い」「在阪支
社長、支店長と大商役員・議員と
の懇談会」「会員交流大会」などを
開催。

経営課題解決支援

・健康経営の推進 健康経営セミ
ナーや健康経営相談を通じて、経
済産業省「健康経営優良法人」取
得や、協会けんぽ「健康宣言」事
業参加を支援する。また、健康経
営の段階的な取り組みを促すた
め、継続的な学習・実践プログラ
ムを実施する。健康経営に有効な
サービスとして、大商の「メンタ
ルヘルス・マネジメント検定」「健
診サービス」「各種保険サービス」
のほか、スタートアップなどによ
るスマートヘルスサービスを提供
する。
・課題解決型マッチングフェア
（２０２６、２０２８年度）の実施 中小
企業の課題（雇用、海外進出、脱
炭素、ＤＸなど）解決を支援する
支援機関・企業が一堂に集結して
ブースを構え、フェースツーフェ
ースで中小企業へ具体的にアドバ
イスする。

新事業展開による企業成長

・商流を見据えた付加価値の高い
商品の開発を支援する。ワークシ
ョップ「新商品開発ゼミ」とバイ
ヤーなどを招聘した成果発表会を
開催するとともに、大規模展示商
談会への出展などを通じて商品化
を支援する。
・環境への配慮（廃材・端材の活
用など）ＳＤＧｓなど、社会課題
の解決や社会的要請への対応をコ
ンセプトにした新商品の開発を促
進・支援するためのワークショッ
プを開催する。
・比較的規模の大きな中小企業の

経営者や経営幹部などを対象に、
市場競争力と収益性が高い事業戦
略や組織づくりを考査するワーク
ショップを開催する。
・中小企業・スタートアップのイ
ノベーション創出を支援する。具
体的には、２０２５年大阪・関西万博
で醸成されたレガシー、新技術・
製品開発の機運と成果を継承し、
応用力と創造力に富んだ新たな技
術・製品の事業再構築を支援し、
市場投入の機会を継承すること
で、企業の持続的な成長を促進す
る。

ＤＸ推進・ＩＴ導入支援

・小規模事業者を対象に、間接業
務の低減、販売促進などを目的と
したＩＴ導入を専門家がサポート
する。ニーズの把握・掘り起こし
として、支部経営指導員が事業者
へのヒアリングを行い、希望者を
「ＩＴ・ビジネスアプリ導入サポ
ートデスク」につなぐ。
・ＩＴ導入後、販売促進や業務効
率化などの成果をさらに向上させ
るため、ＡＩやＳＮＳの活用実践
のためのワークショップを実施す
る。
・ＩＴ活用による業務の効率化、
ウェブサイトの情報発信力の強
化、ＩＴ化推進支援施策の活用な
どについて、専門家がアドバイス
する。
・中小企業の実態に即したＤＸ・
ＩＴに関する情報を提供するセミ
ナー、ＤＸ・ＩＴ人材の育成を促
進するワークショップを実施す
る。
・ＤＸ推進・ＩＴ導入に関する個
別相談に対応する。
・商工会議所サイバーセキュリテ
ィお助け隊サービスを提供する。

事業再生・事業承継支援

【事業再生・収益力改善】
・大阪府中小企業活性化協議会を
運営し、大阪府下の中小企業にお
ける経営体制の抜本的強化を図る
ため、窓口相談対応の後、企業の
状況・ニーズに合わせた経営改
善、事業再生、収益力改善、再チ
ャレンジの各支援を実施する。
・より多くの案件持込、より早期
の段階での協議会利用を促すた
め、金融機関・信用保証協会や他
の公的支援機関などに対し、定期
的・継続的な働きかけを行う。
【事業承継支援】
・大阪府事業承継・引継ぎ支援セ
ンターを運営し、大阪府内の金融
機関、商工会議所などとの連携を
通じて、事業承継ニーズを発掘す
る。
・第三者承継の成約、親族内承継
などの事業承継計画策定支援に注
力する。

６６．．人人的的資資本本強強化化パパッッケケーージジ
成長志向型の人材の育成

「ブルーローズ表彰」で活躍する女性
リーダーを表彰する

（１）多様な人材の活躍推進
・次代を担う若手社員の活躍と企
業の枠を超えたツナガリを促進す
るため、「若手社員キャリアデザイ
ン塾」、「ツナガル若手共創プロジ
ェクト」を実施する。
・リーダー層の女性拡大を後押し
するため、「活躍する女性リーダー
表彰」の実施や表彰受賞者との連
携を図るとともに、「【大商×関学】
女性リーダー育成カレッジ」を実
施する。
・エンゲージメントの向上に寄与
するため、「優良商工従業員表彰」
を実施する。
（２）ビジネス実務能力の向上（大
商ビジネススクール）
・ビジネス実務能力の向上を支援
するため、階層別・テーマ別の研
修やｅラーニングを実施する。
・企業の社内研修を支援するた
め、講師派遣型研修を実施する。
（３）ＩＴ人材の育成
・活用領域が急拡大している生成
ＡＩ・ＤＸ関連の研修やセミナー
を実施する。
・「大商パソコン教室」「大商パソ
コンカレッジ」を通じて、ＩＴス
キルの向上を支援する。
（４）実践的なビジネス知識の習
得・評価
・「メンタルヘルス・マネジメン

２２００２２６６年年度度 事事業業計計画画大大阪阪商商工工会会議議所所

２０２６年（令和８年）４月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９５（３）
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大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

																																	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




























































 






























































���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

P h o t o s h o pP h o t o s h o p 基 本 講 座基 本 講 座P h o t o s h o p 基 本 講 座P h o t o s h o p 基 本 講 座
Photoshopの基本操作を習得し、画像編集をマスターする！Photoshopの基本操作を習得し、画像編集をマスターする！Photoshopの基本操作を習得し、画像編集をマスターする！Photoshopの基本操作を習得し、画像編集をマスターする！

Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！
I l l u s t r a t o rI l l u s t r a t o r 基 本 講 座基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座

I l l u s t r a t o rI l l u s t r a t o r 実 践 講 座実 践 講 座I l l u s t r a t o r 実 践 講 座I l l u s t r a t o r 実 践 講 座
Illustratorの作業効率アップ機能と商業印刷用のデータ作成のルールを学ぶ！Illustratorの作業効率アップ機能と商業印刷用のデータ作成のルールを学ぶ！Illustratorの作業効率アップ機能と商業印刷用のデータ作成のルールを学ぶ！

I n D e s i g nI n D e s i g n 基 本 講 座基 本 講 座I n D e s i g n 基 本 講 座I n D e s i g n 基 本 講 座
基本操作からプリントまで。効率的で高品質なドキュメント制作を習得！基本操作からプリントまで。効率的で高品質なドキュメント制作を習得！基本操作からプリントまで。効率的で高品質なドキュメント制作を習得！基本操作からプリントまで。効率的で高品質なドキュメント制作を習得！

人間関係改善！コミュニケーション講座人間関係改善！コミュニケーション講座人間関係改善！コミュニケーション講座人間関係改善！コミュニケーション講座
コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！

新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座
円滑にコミュニケーションを図るのためのビジネスマナーを学ぶ

決算書の知識がゼロでも安心してご受講いただけます！決算書の知識がゼロでも安心してご受講いただけます！決算書の知識がゼロでも安心してご受講いただけます！決算書の知識がゼロでも安心してご受講いただけます！
や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座

「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授
社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

２
０
１
５
年
の
入
所
以
来
、
社
会
保
険

労
務
士
と
し
て
育
児
と
仕
事
を
両
立
し
な

が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
る
。１７
年
に「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
資
格

を
取
得
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
提

案
を
通
じ
て
顧
客
満
足
度
向
上
に
貢
献
。

１８
年
に
取
締
役
就
任
後
は
、
業
務
改
善

と
人
材
育
成
を
軸
に
法
人
運
営
を
牽
引
。

新
規
顧
客
向
け
手
引
き
を
作
成
し
、
導
入

か
ら
定
着
ま
で
の
業
務
フ
ロ
ー
を
確
立
し

た
。業

務
改
善
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
や
社
内
勉

強
会
を
通
じ
、
実
務
経
験
の
浅
い
職
員
も

顧
客
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
。
顧
客
別

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
助
成
金
提
案
を
組
み
合

わ
せ
た
実
効
性
の
高
い
支
援
や
Ｄ
Ｘ
導
入

に
よ
る
業
務
効
率
化
を
推
進
し
、
新
規
顧

客
獲
得
を
実
現
し
た
。
社
内
研
修
や
情
報

共
有
を
通
じ
て
組
織
全
体
の
専
門
性
向
上

に
も
取
り
組
む
。

育
児
休
業
中
・
復
職
後
の
女
性
職
員
と

の
連
携
課
題
に
対
し
て
、
法
改
正
情
報
の

共
有
、
業
務
分
担
の
見
直
し
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
時
間
の
柔
軟
な
変
更
、
ク
ラ
ウ
ド
導

入
や
在
宅
勤
務
制
度
の
定
着
な
ど
を
推

進
。
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑

に
な
り
、
職
員
定
着
率
と
顧
客
継
続
率
の

向
上
に
つ
な
げ
た
。

２４
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
受
賞
。
現

在
は
女
性
活
躍
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て

相
談
を
受
け
る
機
会
も
増
え
、
期
待
を
集

め
て
い
る
。

�主任・係長育成講座�２�後
輩指導編
～部下マネジメントと仕事の
進め方を理解する！
大阪商工会議所は、「主任・係長

育成講座�２�後輩指導編」を開
催する。
同講座はチーム運営や実務の要

となる主任・係長（入社８～１３年
目社員）が対象。
部下・後輩と良好な関係を作

り、指導するために必要なスキル、
知識について学ぶ。
日 時 ５月１３日１０：００

～１７：００
講 師 ＣＤＭの伊東廣

賀代表

�カスタマーハラスメント対策
研修
～社員を守り、適切に対応す
るための知識と心構えを学ぶ
！
大阪商工会議所は、「カスタマー

ハラスメント対策研修」を開催す
る。
カスタマーハラスメントによる

従業員の負担やメンタルヘルス不
調が後を絶たない中、大切な従業
員を守るためには管理者・管理職
のカスタマーハラスメントへの正
しい知識の習得と適切な対応が不
可欠である。

カスタマーハラスメントの発生
メカニズムやクレームの見極め、
対応方法やメンタルケアなど、
様々な視点から学び、職場での対
応力を高める。
日 時 ５月１８日１３：００～１７：００
講 師 やまだ研修企画

の山田容子代表
取締役

�初めての営業活動～不安なく
お客様と対等な関係を築くま
で
～ビデオ撮影を通じて「わか
る」を「できる」に変え、営
業活動の不安を解消する

大阪商工会議所は、「初めての営
業活動～不安なくお客様と対等な
関係を築くまで～」を開催する。
新入社員・営業初心者の方を対

象に、自信を持って営業活動がで
きるようになることを目的とした
講座。
営業の流れを５ステップに分類

し、ステップごとに講義から理解
につなげ、営業相手に訪問・面談
のアポイントを取るトーク場面や
対話場面などを動画撮影で実践確
認する流れで丁寧に学ぶ。
日 時 ５月１９日１０：００

～１７：００
講 師 営業会議の野口

明美代表取締役

大阪商工会議所は、「人間関係
改善！コミュニケーション講
座」を開催する。
ビジネスにおいて必要不可欠

なコミュニケーション能力。と
ころが、思うようになかなか伝
わらないという悩みを持つ方も
多い。日頃のコミュニケーショ
ンを見直し、日々の業務をより
円滑に進めるためのポイントを
学ぶ。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。７月２９日午
前１０時３０分～午
後５時３０分。ワ

ンストップビジネスセ
ンター大阪本町（大阪
市西区）で。

大阪商工会議所は、グラフィ
ックソフト「Photoshop基本講
座」を開催する。
定番の画像加工ソフトである

Photoshopの基本操作を１日で
学ぶ。画像解像度、カラーモー
ド、保存形式等の画像ファイル
に関する一般的な用語を解説
し、Photoshopによる画像合成、

色調補正、画像の切り抜き、レ
タッチの基本を身につける（Ｐ
Ｃ・ソフトは会場で用意）。
講師はToo専属講師。５月１５

日午前１０時～午後５時、江戸堀
ヤタニビル（大阪市西
区）で。

西原猛氏

大阪商工会議所は、「新入・若
手社員 ビジネスマナーの基本
講座」を開催する。
社会人としての第一歩は、良

好な人間関係と信頼の構築から
始まる。基本的なビジネスマナ
ーに加え、職場での良好なコミ
ュニケーションの方法を、豊富
な演習を交えながら即実践でき
るスキルとして習得する。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
渡邊暁美氏。７
月３０日午前１０時
３０分～午後５時
３０分。

ワンストップビジネス
センター大阪本町（大
阪市西区）で。

大阪商工会議所は、グラフィ
ックソフト「Illustrator基本講
座」を開催する。
「Illustrator」は、一歩進んだ
クオリティの高い制作物を作る
ことができる。
同講座は、パンフレットをサ

ンプルにして、台紙作成、オブ
ジェクト作成、文字作成などを

行いながら、Illustratorの「ルー
ル」と基本的な操作を身につけ
る（ＰＣ・ソフトは会場で用
意）。
講師はToo専属講師。５月２０

日午前１０時～午後５
時、江戸堀ヤタニビル
（大阪市西区）で。

渡邊暁美氏

日
本
は
超
高
齢
社
会
へ
と
移
行
し
て
お

り
、
高
齢
者
を
意
識
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
へ
の
対
応
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
重
要

性
を
増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
医
療

・
福
祉
・
建
築
の
知
識
を
備
え
た
福
祉
住
環

境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
社
会
的
ニ
ー

ズ
は
、確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。

商
工
会
議
所
で
は
、
医
療
・
福
祉
・
建

築
の
知
識
を
総
合
的
に
理
解
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、「
福
祉
住
環
境
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験
®
」
を
実
施

し
て
い
る
。

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
し
、
住
環

境
整
備
に
関
す
る
適
切
な
助
言
を
行
う
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
。
３
級
は
、
基
礎
知
識
の
習

得
を
目
標
と
し
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
、
不
動

産
、
福
祉
用
具
取
扱
事
業
者
、
工
務
店
な

ど
の
営
業
担
当
者
の
ほ
か
、
自
宅
の
新
築

や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
検
討
し
て
い
る
人
に
も

適
し
て
い
る
。
２
級
は
、
実
務
に
活
か
せ

る
、
よ
り
幅
広
く
確
実
な
知
識
を
身
に
つ

け
、
各
専
門
職
と
連
携
し
て
具
体
的
な
解

決
策
を
提
案
す
る
力
を
問
う
。
建
築
士
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
福
祉
士
、
作
業

療
法
士
、
理
学
療
法
士
な
ど
、
専
門
分
野

に
加
え
て
関
連
知
識
を
深
め
た
い
人
に
適

し
た
内
容
。
１
級
は
、
２
級
で
得
た
知
識

を
基
礎
に
、
新
築
や
住
宅
改
修
の
具
体
的

な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
画
な
ど
、
よ
り
幅
広
い
活

動
が
で
き
る
能
力
を
問
う
。

今
年
度
は
７
月
９
〜
３０
日
お
よ
び
１１
月

１２
日
〜
１２
月
３
日
に
そ
れ
ぞ
れ
試
験
期
間

を
設
定
。
大
商
の
会
員
か
ら
は
、「
建
築
と

福
祉
の
双
方
に
精
通
し
た
人
材
を
育
て
る

た
め
、
福
祉
住
環
境
全
般
の
知
識
習
得
に

向
け
て
、
従
業
員
に
受
験
を
推
奨
し
て
い

る
」「
大
商
会
員
に
は
、
３
人
以
上
の
受
験

で
受
験
料
の
割
引
が
あ
っ
た
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
検
定
担

当
�
６
９
４
４
・
６

４
３
０

大阪商工会議所は、グラフィ
ックソフト「Illustrator実践講
座」を開催する。
同講座では、Ａ４のチラシを

作成しながら、表の作成、文字
組みなどの効率アップに必須の
機能をマスターする。商業印刷
用のデータを作成する際のルー

ルも学ぶ（ＰＣ・ソフトは会場
で用意）。
講師はToo専属講師。５月２７

日午前１０時～午後５時、江戸堀
ヤタニビル（大阪市西
区）で。

大阪商工会議所は、「やさしい
決算書の読み方講座」を開催す
る。
「受講修了直後から決算書を

読める、理解できる」を目標に
グループワークやディスカッシ
ョンを通じて、決算書の構造や
そこから見える企業活動の特徴
や問題を理解・分析できる力を

身につける。簿
記や経理の知識
は不問。
講師は、フラ

ッグシップ経営
の長尾
康行社

長。８月４日午前１０時
～午後５時。

長尾康行氏

大阪商工会議所は、レイアウ
トソフト 「InDesign基本講座」
を開催する。
「InDesign」は雑誌、新聞、
カタログ、パンフレット、書籍
といった数十～数百ページにわ
たる制作物を効率的に制作でき
る。
同講座では、「一枚もの」「見

開きのページもの」を作成しな

がら、「フレーム」による基本的
なレイアウト方法から印刷入稿
まで、一連の作業の流れを紹介
する（ＰＣ・ソフトは会場で用
意）。
講師はToo専属講師。５月２２

日午前１０時～午後５
時、江戸堀ヤタニビル
（大阪市西区）で。

大阪商工会議所は、「社内講師
をする人のための教え方講座」
を開催する。
社内研修や勉強会で講師をす

る人のために、自分が「知って
いること」「できること」を人に
教えるための秘訣を、１５年以上
にわたり幅広い教育研修に携わ
ってきたベテラン講師が伝授す

る。
講師は、日本プレゼンテーシ

ョン教育協会の西原猛代表理
事。８月５日午前１０時３０分～午
後５時３０分。ワンストップビジ
ネスセンター大阪本町
（大阪市西区）で。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
・
関
西
万
博
を
見
据
え
、

デ
ジ
タ
ル
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ

ル
空
間
を
つ
な
ぐ
次
世
代
型

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
コ
モ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
異
業
種
企
業
と
、

コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
実
験

・
実
証
す
る
共
同
実
験
場
と

し
て
、「
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
を
２
０

２
１
年
７
月
に
中
西
金
属
工

業（
大
阪
市
北
区
）敷
地
内
に

設
置
し
、
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
運
営
委

員
会（
竹
中
工
務
店
、中
西
金

属
工
業
、日
立
製
作
所
、ｇ
ｌ

ｕ
ｏ
ｎ
、三
菱
総
合
研
究
所
、

大
阪
商
工
会
議
所
）
が
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
制
で
運
営
し
て

き
た
。

同
委
員
会
で
は
、
様
々
な

ア
イ
デ
ア
の
実
現
を
め
ざ
す

大
企
業
、中
小
企
業
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
実
施
す
る

実
証
実
験
や
多
様
な
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
。

こ
の
ほ
ど
、
活
動
目
標
に
掲

げ
た
大
阪
・
関
西
万
博
で
の

「
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
」体
験

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

初
期
の
目
的
を
達
成
し
た
こ

と
か
ら
３
月
３１
日
を
も
っ

て
、そ
の
活
動
を
終
了
し
た
。

【
問
合
せ
】産
業
・
技
術
振
興

担
当
�
６
９
４
４
・
６
３
０

０

医療・福祉・建築を体系的に学習

次世代型プラットフォーム

３月末で活動終了

業
務
改
善
と
人
材
育
成
推
進

コモングラウンド
・リビングラボ

福祉住環境コーディネーター検定

＜７７＞

女性リーダーたち

＜１＞検定にチャレンジ

活躍する

５～８月開催の講座・研修
東口 敏子 さん

社会保険労務士法人大阪経営
社員パートナー

超
高
齢
化
で
ニ
ー
ズ
高
ま
る

（４）２０２６年（令和８年）４月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９５
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セミナー・イベント 

サービス・制度 

大
阪
商
工
会
議
所
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
等
新
興
国
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
内
に
あ

る
地
域
部
会
「
イ
ン
ド
等
南
西
ア
ジ
ア
部
会
」
は
、
注
目
の
集
ま
る
イ
ン
ド
へ
の
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
目
指
す
中
小
企
業
を
対
象
に
製
造
拠
点
進
出
、
販
路
開
拓
の
２
つ
を
テ
ー

マ
と
す
る
勉
強
会
を
開
催
す
る
。
第
１
回
は
５
月
１５
日
に
両
テ
ー
マ
共
通
の
イ
ン
ト
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
開
か
れ
、
イ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力
や
注
意
点
を
解
説
す
る
。

世
界
最
大
の
１４
億
人
の
人

口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
は
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
回
復
も
順

調
で
着
実
に
経
済
成
長
を
続

け
て
い
る
。
２
０
２
５
年
度

も
経
済
成
長
率
が
７
％
を
超

え
る
と
の
予
測
も
あ
り
、
引

き
続
き
中
国
に
匹
敵
す
る
魅

力
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し

て
、
ま
た
イ
ン
ド
だ
け
で
な

く
中
東
や
ア
フ
リ
カ
、
欧
州

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
製
造

拠
点
と
し
て
、
世
界
中
の
注

目
を
集
め
る
。

一
方
で
変
化
の
激
し
い
イ

ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
に
導

く
た
め
に
は
、
日
印
が
進
め

る
連
携
関
係
や
イ
ン
ド
国
内

の
成
長
戦
略
の
最
新
動
向
を

知
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
場
で
起
こ
り
う

る
ト
ラ
ブ
ル
を
見
越
し
た
基

礎
知
識
の
習
得
が
不
可
欠

だ
。そ

こ
で
、
大
商
の
イ
ン
ド

等
南
西
ア
ジ
ア
部
会
は
今
年

度
、「
イ
ン
ド
製
造
業
進
出
勉

強
会
」
と
「
イ
ン
ド
販
路
開

拓
勉
強
会
」を
立
ち
上
げ
る
。

最
新
現
地
情
報
に
加
え
て

「
拠
点
設
立
の
ポ
イ
ン
ト
」

「
イ
ン
ド
の
消
費
市
場
動
向
」

「
イ
ン
ド
へ
の
日
本
食
展
開
」

「
イ
ン
ド
国
内
の
人
事
労
務

問
題
」「
イ
ン
ド
国
内
税
制
」

と
い
っ
た
各
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
専
門
家
を
招
き
、
中
小
企

業
が
押
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
す
る
。

５
月
１５
日
に
開
催
す
る
第

１
回
は
「
イ
ン
ド
製
造
業
進

出
勉
強
会
」「
イ
ン
ド
販
路
開

拓
勉
強
会
」
の
共
通
イ
ン
ト

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
イ

ン
ド
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
磯
貝
富
夫
氏
、
経
済
産
業

省
南
西
ア
ジ
ア
室
の
担
当
官

を
講
師
に
招
き
、
日
印
政
府

間
で
進
め
る
経
済
連
携
の
最

新
動
向
と
、
現
場
か
ら
見
た

イ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力
と

注
意
点
を
紹
介
す
る
。
午
後

２
〜
４
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

日本医学会総会が２０２７年、２０
年ぶりに大阪で開かれる機会を
捉え、医療や健康について理解
を深めるための市民向けヘルス
ケアイベントがうめきた・グラ
ングリーン大阪エリアで開かれ
る。
大阪商工会議所は、同イベン

トの共創パートナーとして出展
協賛企業を募集する。医療、健
康、運動、予防、美容、食品、
ＩＣＴなど幅広い分野の企業が

出展可能。出展協賛費は企業規
模などによって異なる。締め切
りは５月末。先着順。
日 時 来年３月２７～２８日
場 所 うめきた・グラングリ

ーン大阪エリア（大阪
市北区）

問合せ スポーツ産業
振興担当
�６９４４・６４０３

◆ＣＥＳ ２０２７「ＪＡＰＡＮ ＴＥ
ＣＨ」出展者募集説明会【オンラ
イン開催】
大阪商工会議所は、来年１月に

米国・ラスベガスで開かれる世界
最大規模のテクノロジー展示会
「ＣＥＳ ２０２７」に、日本企業によ
るパビリオン「ＪＡＰＡＮ ＴＥ
ＣＨ」を出展するにあたり、４月
１６日に出展者募集説明会を開く。
午前１０～１１時、オンラインで。展
示スペースや出展費用のほか、過
去に出展した企業から、経験談や
成果も紹介する。
「ＣＥＳ」は、出展者数約４，１００
社、来場者約１４８，０００人を誇る世界
有数の展示会で、「ＪＡＰＡＮ Ｔ
ＥＣＨ」は２０１８年から出展を開始
し、２７年に１０周年を迎える。同パ
ビリオンでは、ブース装飾に加え、
ピッチブースや交流イベントな
ど、多様なビジネス支援プログラ
ムを提供。前回は過去最多の３７社
が出展し、国内外から高
い注目を集めた。
問合せ 国際部

�６９４４・６４００
◆障がい者雇用促進セミナー
障がい者雇用促進法の改正を受

け、従業員を３７．５人以上雇用して
いる企業を対象に、障がい者雇用
率が今年７月、現行の２．３％から
２．７％に引き上げられる。これから
障がい者雇用に取り組む企業の理
解促進を目的にセミナーを開く。
第１部では、大阪府障がい者雇

用促進センターの石田兼二上席調
査役が、障がい者雇用の基礎につ

いて解説する。第２部では、フセ
ハツ工業の吉村篤社長、サクセス
の河本妙子自立支援推進室長が、
自社の取り組みについて紹介す
る。
日 時 ５月２２日１４：００～１６：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 研修・採用支援

担当
�６９４４・６４９９

◆女性起業家大賞
全国商工会議

所女性会連合会
は、第２５回女性
起業家大賞を実
施すると発表し
た。
表彰対象は、

経営革新・創意
工夫に果敢に取
り組み、他の女

性経営者の範となる企業経営・事
業展開・事業発展などの実績を挙
げている創業から１０年未満の女性
経営者。大阪商工会議所女性会の
推薦が必要。４月２２日まで。
問合せ 総務担当

�６９４４・６２１５

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
産
学
医
・
産
産
連
携
に
よ
る
医
療
分
野
の
課
題
解
決
・
事
業

創
出
を
目
的
と
す
る
「
次
世
代
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
６
年
度
の
概
要
を
発
表
し
た
。
高
齢
化
や
医
療
従
事
者
の
不

足
な
ど
に
よ
り
新
た
な
製
品
開
発
が
求
め
ら
れ
る
分
野
で
中
小
企
業
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
提
供
す
る
。

医
療
分
野
へ
の
貢
献
は
、

社
会
課
題
解
決
を
通
じ
た
企

業
価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
医
療
従

事
者
の
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
異
業
種
か
ら
の
新
規

参
入
が
活
発
化
し
て
い
る
ほ

か
、
医
療
課
題
へ
の
取
り
組

み
は
、
企
業
の
魅
力
向
上
や

人
材
確
保
の
観
点
で
も
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
異
業

種
か
ら
の
医
療
分
野
へ
の
新

規
参
入
促
進
に
よ
る
新
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
の
た
め
、
大
商
が

全
国
に
先
駆
け
て
２
０
０
３

年
か
ら
実
施
す
る
医
療
機
器

開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
。
全
国
の
医
療
機
関
・
大

学
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

事
業
戦
略
・
法
規
制
な
ど
の

課
題
に
対
す
る
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
、
医
療
従
事
者

に
よ
る
製
品
評
価
の
機
会
提

供
、
販
路
開
拓
支
援
な
ど
、

医
療
機
器
開
発
案
件
の
創
出

か
ら
事
業
化
ま
で
を
一
貫
し

て
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
革
新
的
な
治

療
・
診
断
医
療
機
器
か
ら
、

法
規
制
対
象
外
の
医
療
現
場

な
ど
で
必
要
性
が
高
い
設
備

や
シ
ス
テ
ム
・
課
題
改
善
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
ま
で
、
こ
れ

ま
で
７７
件
が
事
業
化
を
果
た

し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

府
内
の
中
小
企
業
や
創
業
希

望
者
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、税
理
士
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
専
門

家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
（
表
）。

契
約
や
取
引
条
件
の
確

認
、
債
権
回
収
、
損
害
賠
償
、

労
務
ト
ラ
ブ
ル
、就
業
規
則
、

労
働
・
社
会
保
険
、
賃
金
・

人
事
制
度
、
法
人
税
や
所
得

税
、
資
産
税
、
経
理
の
Ｄ
Ｘ

化
、
税
制
改
正
へ
の
対
応
、

会
社
設
立
、
新
事
業
立
案
、

創
業
計
画
策
定
、「
も
の
づ
く

り
補
助
金
」「
先
端
設
備
等
導

入
計
画
」「
経
営
革
新
計
画
」

な
ど
の
申
請
、
生
産
管
理
・

販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
診
断
と

活
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
な
ど

の
活
用
、
新
製
品
開
発
、
生

産
性
向
上
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
手
法
、
販
路
開
拓
の
進
め

方
、
新
規
融
資
、
借
損
の
進

め
方
、
借
入
金
の
返
済
条
件

の
見
直
し
、
金
融
機
関
へ
の

対
応
、
取
適
法
や
独
占
禁
止

法
へ
の
対
応
な
ど
経
営
者
の

立
場
に
立
ち
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
。

相
談
は
面
談
・
電
話
と
も

可
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
国
に
よ

る
イ
ラ
ン
攻
撃
に
端
を
発
す

る
中
東
の
混
乱
は
、
世
界
規

模
で
長
期
的
に
予
見
可
能
性

を
低
下
さ
せ
て
お
り
、
企
業

は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
に
対
峙
す
る
準

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
企
業
の

今
後
の
方
針
策
定
に
資
す
る

べ
く
、
大
阪
商
工
会
議
所
は

４
月
２３
日
、
中
東
セ
ミ
ナ
ー

を
緊
急
開
催
す
る
。

中
東
地
域
で
の
実
務
経
験

を
有
し
、
同
地
域
の
情
勢
に

精
通
し
た
三
菱
総
合
研
究
所

海
外
部
の
中
川
浩
一
首
席
研

究
員
が
、
今
回
の
イ
ラ
ン
攻

撃
が
国
際
秩
序
と
日
本
企
業

へ
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
解

説
。
ま
た
、
今
後
の
状
況
予

測
に
あ
わ
せ
て
企
業
の
取
る

べ
き
備
え
に
つ
い
て
の
知
見

を
共
有
す
る
。
午
後
１
時
〜

２
時
３０
分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
４
月

２３
日
、
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス

勉
強
会
を
開
く
。

こ
れ
は
、
注
目
が
集
ま
る

一
方
で
、
な
か
な
か
実
態
が

つ
か
め
な
い
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
多

角
的
に
取
り
上
げ
、
企
業
の

国
際
戦
略
策
定
に
資
す
る
も

の
と
し
て
企
画
し
た
も
の
。

今
回
は
ウ
ガ
ン
ダ
を
中
心

に
取
り
上
げ
る
。
第
１
部
は

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
現
地
駐

在
専
門
家
が
、
ア
フ
リ
カ
市

場
や
ウ
ガ
ン
ダ
の
概
況
・
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
を
説
明
す
る
ほ

か
、
日
ウ
ガ
ン
ダ
間
の
企
業

の
連
携
事
例
も
紹
介
。
第
２

部
で
は
、
日
本
人
の
目
線
か

ら
見
た
ウ
ガ
ン
ダ
と
し
て
、

１
月
に
実
施
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
参
加
者

が
現
地
視
察
報
告
を
行
う
。

午
後
３
〜
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

アズナス
７月９日（木）
【商談分野】コンビニ・売店で取
り扱う商品�菓子・飲料・酒類・
加工食品・土産物（食品・菓子・
雑貨類）・キャラクター雑貨�甲
子園球場に入場するお客様が利用
するグッズ（食品・菓子・雑貨
類）。原料関係や半製品、ＯＥＭは
対象外。
◆商品ロットは応相談。専門商社
は不要。ＰＬ保険、保存検査（食
品）要。商品採用に際しては、ロ
ーソンの承諾のもと販売する。
■阪急電鉄、阪神電気鉄道、北大
阪急行の主要駅構内やその周辺に
コンビニエンスストア・駅売店を
７１店舗展開。エイチ・ツー・オー
リテイリンググループ企業。２０２１
年にローソンに加盟。
https���www.asnas.jp�

アカカベ
７月１日（水）
【商談分野】健康食品、化粧品・
オーラルケア、日用雑貨全般、衣
料品、食品全般（賞味期間の短い
ものを除く）、飲料・酒類。
◆商品ロットは要相談。商社経由
の商流を歓迎。上記商材に限定せ
ず、小売業態での売れ筋や市場ニ
ーズ、成長性の高い商品・カテゴ
リーについても検討対象。新規取
引は�直接取引か卸を通じての取
引か柔軟に対応可能であること�
取引初期は委託販売可であること
を前提での提案を希望。
■地域密着とドミナント戦略によ
り、地域の暮らしや健康をトータ
ルで支える事業を展開する、大阪
の地域に根差したドラッグスト
ア。
https���www.akakabe.com

大
阪
商
工
会
議
所
は
１
日

付
で
人
事
異
動
を
実
施
し

た
。管

理
職
の
異
動
は
次
の
通

り
。（

）
は
前
職
。

【
役
員
】
専
務
理
事
（
常

務
理
事
・
事
務
局
長
）
近
藤

博
宣
▽
常
務
理
事
・
事
務
局

長（
理
事
・
地
域
振
興
部
長
）

玉
川
弘
子
▽
理
事
・
中
小
企

業
振
興
部
長
（
流
通
・
サ
ー

ビ
ス
産
業
部
長
）
井
上
毅
▽

理
事
・
総
務
企
画
部
長
兼
企

画
広
報
室
長
（
総
務
企
画
部

長
兼
企
画
広
報
室
長
）
中
村

裕
子
▽
理
事
・
産
業
部
長

（
国
際
部
長
）
根
来
宜
克

【
部
長
級
】
産
業
部
部
長

（
産
業
部
次
長
兼
産
業
・
技

術
振
興
担
当
課
長
）
西
田
昌

弘
▽
地
域
振
興
部
長
（
地
域

振
興
部
次
長
兼
地
域
振
興
担

当
課
長
兼
万
博
協
力
推
進
室

課
長
）
本
奈
美
▽
流
通
・
サ

ー
ビ
ス
産
業
部
長
（
流
通
・

サ
ー
ビ
ス
産
業
部
次
長
）
名

越
由
美
子

【
次
長
級
】
地
域
振
興
部

次
長
（
人
材
開
発
部
次
長
兼

研
修
・
採
用
支
援
担
当
課

長
）
田
中
剛
▽
中
小
企
業
振

興
部
次
長
兼
経
営
相
談
室
課

長
兼
金
融
担
当
課
長
（
中
小

企
業
振
興
部
次
長
兼
経
営
相

談
室
課
長
）
宮
浦
康
浩
▽
人

材
開
発
部
次
長
兼
検
定
担
当

課
長
（
人
材
開
発
部
検
定
担

当
課
長
）
高
田
周
平
▽
経
営

情
報
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
経
営

情
報
担
当
課
長
（
経
営
情
報

セ
ン
タ
ー
経
営
情
報
担
当
課

長
）
野
田
幹
稀

【
課
長
級
】
総
務
企
画
部

人
事
担
当
課
長
（
総
務
企
画

部
人
事
担
当
）
柴
田
飛
鳥
▽

産
業
部
産
業
・
技
術
振
興
担

当
課
長
（
国
際
部
課
長
）
長

尾
健
太
郎
▽
産
業
部
産
業
・

技
術
振
興
担
当
課
長
（
中
小

企
業
振
興
部
金
融
担
当
兼
経

営
相
談
室
）
山
中
康
範
▽
地

域
振
興
部
課
長
（
地
域
振
興

部
地
域
振
興
担
当
兼
万
博
協

力
推
進
室
）
�
橋
宏
規
▽
中

小
企
業
振
興
部
金
融
担
当
課

長
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

庄
司
光
徳
▽
中
小
企
業
振
興

部
金
融
担
当
課
長
兼
経
営
相

談
室
課
長
（
人
材
開
発
部
検

定
担
当
課
長
）
福
田
太
郎
▽

中
小
企
業
振
興
部
共
済
事
業

室
課
長
（
中
小
企
業
振
興
部

共
済
事
業
室
）
笹
本
慧
▽
人

材
開
発
部
検
定
担
当
課
長

（
人
材
開
発
部
検
定
担
当
）

古
川
樂
▽
人
材
開
発
部
研
修

・
採
用
支
援
担
当
課
長
（
人

材
開
発
部
研
修
・
採
用
支
援

担
当
）
野
々
村
智
仁
▽
流
通

・
サ
ー
ビ
ス
産
業
部
課
長

（
産
業
部
産
業
・
技
術
振
興

担
当
課
長
）
土
居
英
司

【時 間】午前の部（１０：００～１３：００）
午後の部（１４：００～１７：００）

【場 所】大阪商工会議所
【定 員】各回ごとに定員あり
【参加費】会員９，０００円、一般１８，０００円
【問合せ】流通・サービス産業部

�６９４４・６４４０

２０２６年度 専門相談
時間

午後２～４時

午前９時３０分～正午

午後１～４時

午前１０時～正午、
午後１～４時

午後１～５時

午後１～５時

午後１～５時

午前９時～正午、
午後１～５時

午前１０時～正午

日時、場所は調整のうえお知らせします

�相談回数�◎印の分野は、それぞれ１年度につき５回まで。
☆印の分野は、当該分野間をまたいで１年度につき合計５回
まで。※曜日、時間を変更する場合あり。※大阪府の補助金
を受けて実施。

曜日

月～金曜日

火・水・木曜日

月・金曜日

月～金曜日

水曜日

第４週木曜日

第２・４週火曜日

火・木曜日

第１木曜日

分野

◎法律

◎人事労務・メンタルヘルス対策

◎経理・会計、税務

☆新事業開発・創業

☆ＩＴ（情報技術）

☆ものづくり・技術

☆営業・マーケティング

金融

取適法、独占禁止法

知的財産
（特許、商標、意匠など）

▼詳細は
こちら

４月２３日

中
東
最
新
動
向
セ
ミ
ナ
ー

▼詳細は
こちら

イ
ラ
ン
攻
撃
と
日
本
企
業
へ
の
影
響

人
事
異
動

アフリカビジネス勉強会

ウガンダの
ビジネス環境

医療分野への参入を支援
事業化まで一貫サポート

次世代医療システム産業化フォーラム

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

大
阪
府
内
の
中
小
企
業
や
創
業
希
望
者
対
象

専
門
相
談
窓
口

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

大大手手事事業業者者（（ホホーームムセセンンタターー、、ススーーパパーー、、ココンンビビニニ、、通通販販、、
ドドララッッググスストトアア、、食食品品卸卸））とと中中小小企企業業ととのの商商談談のの場場

個個別別商商談談会会
ザザ・・ベベスストトババイイヤヤーーズズ

詳細は
こちら▶

時間予約制の
個別商談会
（１社２５分）

バイヤー（担当者）
による

参加企業の事前選考

ＨＰ Facebook

日日本本医医学学会会総総会会のの市市民民向向けけヘヘルルススケケアアイイベベンントト
来来年年３３月月２２７７～～２２８８日日 出出展展企企業業募募集集

５月１５日に第１回

イ
ン
ド
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
学
ぶ

２
つ
の
テ
ー
マ
で

製
造
拠
点
進
出

販
路
開
拓

２０２６年（令和８年）４月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９５（５）
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大
阪
商
工
会
議
所
は
、
国

内
外
の
先
端
的
な
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
よ
る「
ま
ち
な
か
」

見
本
市
「D

ocoD
em
o

Festival

（D
D
Fe

s

）
」
を
３
月
２７
、２８
日
、な
ん

ば
広
場
な
ど
で
開
催
し
た
。

国
内
１５
都
市
の
ほ
か
、
韓

国
や
イ
ン
ド
な
ど
海
外
５
カ

国
か
ら
５０
社
を
超
え
る
企
業

・
団
体
な
ど
が
出
展
。
新
た

に
設
置
し
た
「
モ
ノ
づ
く
り

体
験
ゾ
ー
ン
」で
は
、多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
「
も
の
づ
く

り
」の
楽
し
さ
を
体
感
し
た
。

万
博
開
催
年
を
記
念
し
、

万
博
に
出
展
さ
れ
た
も
の
の

追
体
験
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
試

着
、
グ
ッ
ズ
や
万
博
期
間
限

定
フ
ー
ド
の
販
売
も
実
施

し
、
万
博
レ
ガ
シ
ー
構
築
へ

の
足
掛
か
り
と
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
立
野
純

三
副
会
頭
に
よ
る
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
協
賛
・
協
力
企

業
・
団
体
な
ど
を
交
え
た
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
、
伝
統
芸
能

「
能
」
の
実
演
な
ど
、
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
、
会
場
内
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
も
貢
献
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
万
博
を

思
い
出
す
熱
気
の
中
で
新
た

な
製
品
を
体
験
で
き
、
と
て

も
有
意
義
だ
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
た
。
出
展
者

か
ら
も
「
家
族
連
れ
や
訪
日

客
な
ど
か
ら
、
さ
ら
な
る
良

品
開
発
に
つ
な
が
る
気
づ
き

を
多
く
得
ら
れ
た
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
外
国
企
業
誘
致
セ
ン

タ
ー
（
Ｏ
―
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
は
３

月
１７
〜
２０
日
、
台
湾
で
開
催

さ
れ
た
ア
ジ
ア
最
大
級
の
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
展
示
会

で
あ
る
「Sm

art
C
ity

Sum
m
it
&
Expo

（SC
SE

）」に
参
加
し
、
大

阪
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
魅
力

を
発
信
し
た
。
会
期
中
に
開

催
さ
れ
た
「G

lobal
St

artup
Ecosystem

Forum

」で
は
、Ｏ
―
Ｂ
Ｉ

Ｃ
の
根
来
宜
克
事
務
局
長

（
大
阪
商
工
会
議
所
国
際
部

長
）
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

登
壇
し
、
大
阪
に
お
け
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

「Sm
art
O
pen

M
i

c

」プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
Ｏ
―

Ｂ
Ｉ
Ｃ
事
務
局
が
大
阪
の
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
に
関
す
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。会

場
に
は
、
日
本
へ
の
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
に
関
心
を
寄
せ

る
台
湾
企
業
や
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
関
連
企
業
の
関
係
者

が
多
数
来
場
し
、
活
況
を
呈

し
た
。
海
外
企
業
関
係
者
か

ら
は
、「
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
実
証
事
業
な
ど
、
日

本
市
場
参
入
時
に
活
用
で
き

る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
大
阪
に

は
た
く
さ
ん
あ
り
、
魅
力
的

だ
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

Ｏ
―
Ｂ
Ｉ
Ｃ
は
、
今
後
も

大
阪
の
魅
力
を
積
極
的
に
発

信
し
、
海
外
企
業
の
大
阪
進

出
を
力
強
く
後
押
し
し
て
い

く
。

【
問
合
せ
】
Ｏ
―
Ｂ
Ｉ
Ｃ
事

務
局
（
大
阪
商
工
会
議
所
国

際
部
）
�
６
９
４
４
・
６
２

９
８

大
阪
商
工
会
議
所
は
協
同
組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
連

合
（
Ｋ
ａ
ｎ
Ｆ
Ａ
）
と
と
も
に
、「
お
い
で
や
す
！
繊
維
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
買
い
付
け
商
談
会
」
と
題
し
、
繊
維
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
特
化
し
た
個
別
商
談
会
を
７
月
下
旬
に
集

中
開
催
す
る
。

繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
は
、
国
内
市
場
の
規
模
縮

小
や
円
安
な
ど
厳
し
い
環
境

に
直
面
し
て
い
る
。
大
商
は

大
阪
の
地
で
繊
維
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
産
業
の
取
引
を
活
発

化
さ
せ
、
同
産
業
の
復
活
を

目
指
す
一
環
で
売
り
込
み
型

の
「
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

買
い
付
け
商
談
会
」
を
開
催

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
新
た
な

取
引
関
係
の
構
築
を
支
援
す

る
。開
催
時
期
を
集
中
さ
せ
、

全
国
か
ら
参
加
者
が
集
う

「
繊
維
の
ま
ち
大
阪
」
を
象

徴
す
る
よ
う
な
事
業
を
目
指

す
。７

月
２３
日
�
ア
イ
ト
ス
。

同
２４
日
�
大
西
衣
料
。

参
加
費
は
全
国
商
工
会
議

所
・
商
工
会
・
Ｋ
ａ
ｎ
Ｆ
Ａ

会
員
１
社
５
０
０
０
円
、
一

般
同
１
万
円
。
１
社
２
人
ま

で
参
加
可
能
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

�
記
念
撮
影
に
臨
む
大
商
の
立
野
純
三
副
会
頭
（
前
列
中
央
）
ら
�
会
場
を
視
察
し
、
出
展

者
と
交
流
す
る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
（
右
端
）
�
万
博
に
出
展
さ
れ
た
も
の
の
追
体
験
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
�
い
ず
れ
も
３
月
２７
日
、
な
ん
ば
広

場
（
大
阪
市
中
央
区
）

大西衣料
７月２４日（金）
【商談分野】�自社企画の婦人・
紳士・子供アパレル衣料やインナ
ー・パジャマなどの実用衣料。特
に、台湾・香港・韓国・マレーシ
アなどで販売可能性のある日本製
商品、日本製生地を使用した商品、
日本で企画された商品�日本のブ
ランド商品や海外でも販売可能な
キャラクター商品。★必要検査・
証明・保険：キャラクター商品の
場合、販売国での著作権要。
■婦人・紳士・子供アパレル衣料
から実用衣料・服飾雑貨まで、多
種多様な商品を小売店やＷＥＢ販
売業者へ販売する卸売りの現金問
屋。アジア市場をメインに海外展
開を進めている。
https���www.self.co.jp�

アイトス
７月２３日（木）
【商談分野】�熱中症対策～ユニ
ホームに熱中症対策の機能を持た
せる技術やアイデアを持つ企業。
特に、繊維以外からのまだ広く普
及していない技術やアイデアのあ
る企業を希望�リサイクル・アッ
プサイクル・環境配慮商材～使用
済みユニホームをリサイクル・ア
ップサイクルする技術やアイデア
を持つ企業を希望※同社取り扱い
のファン付きウエア（空調服®）
に酷似するものは対象外。
■１９１７年創業。企業ユニホームを
中心とした仕事用衣類のメーカ
ー。環境配慮やサステナブル実現
に取り組むプロジェクト「ＡＯＺ
ＯＲA」を推進。
https���www.aitoz.co.jp�

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
３
月
１１
日
、
大
同
生
命

保
険
の
協
力
の
も
と
、
近
代

日
本
を
代
表
す
る
女
性
実
業

家
で
大
同
生
命
保
険
の
創
業

に
関
わ
っ
た
広
岡
浅
子
氏
の

一
生
に
焦
点
を
あ
て
た
講
演

会「
九
転
十
起
生
広
岡
浅
子

そ
の
生
涯
と
、
現
代
の
女
性

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

開
催
し
、５７
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
大
同
生
命
保
険
の

大
枝
恭
子
執
行
役
員
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
『
あ
さ
が
来

た
』
を
機
に
、
こ
の
十
年
間

で
広
岡
浅
子
の
認
知
度
が
幅

広
く
高
ま
っ
て
き
た
。
明
治

時
代
の
困
難
な
時
期
に
加
島

屋
を
再
建
し
連
続
起
業
家
と

し
て
家
業
を
盛
り
立
て
た
浅

子
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大

阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

常
設
展
示
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
大
変
喜
ん
で
い
る
」
と

謝
意
を
表
し
た
。

引
き
続
き
、
講
演
し
た
同

社
の
藤
本
亜
佐
子
契
約
サ
ー

ビ
ス
部
課
長
は
、
浅
子
の
生

涯
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
、

生
命
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
立
ち
上

げ
の
目
的
で
あ
る
「
人
々
の

生
活
の
安
定
」
へ
の
実
業
家

と
し
て
の
強
い
想
い
や
「
女

性
の
地
位
向
上
」
を
社
会
的

使
命
と
捉
え
、
後
進
の
育
成

に
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
た
。
最
後
に
九
転
十
起

の
諦
め
な
い
気
持
ち
を
改
め

て
胸
に
刻
み
、
自
ら
も
４
月

か
ら
新
た
な
業
務
に
取
り
組

み
た
い
と
抱
負
を
述
べ
た
。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
２
月
２０
日
、
２
０
０
１

年
６
月
の
設
立
以
来
初
め

て
、
主
展
示
エ
リ
ア
に
女
性

企
業
家
の
広
岡
浅
子
氏
、
金

剛
よ
し
ゑ
氏
、
小
篠
綾
子
氏

の
３
人
を
追
加
し
た
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

（右から）大同生命保険の大枝恭子執行役員、
藤本亜佐子契約サービス部課長�３月１１日、
大阪企業家ミュージアム

Ｏ―ＢＩＣの根来宜克事務局長（右端）はフォーラ
ムに登壇し、大阪におけるスタートアップ支援の取
り組みについて紹介した�３月１７日、台湾・台北市

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１５
日
、
働
く
人
た
ち
の
心
の

健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と

し
た
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
検
定
試

験
」
の
第
４０
回
公
開
試
験
を

全
国
１５
都
市
で
実
施
し
た

（
写
真
）。

企
業
、
労
働
者
双
方
の
立

場
か
ら
「
心
の
健
康
」
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
全

国
の
受
験
申
込
者
数
は
２
万

１
６
４
８
人
に
の
ぼ
っ
た
。

同
検
定
試
験
は
、
▽
�
種

�
人
事
労
務
担
当
者
・
経
営

幹
部
対
象
▽
�
種
�
管
理
職

対
象
▽
�
種
�
一
般
社
員
対

象
�
�
の
職
位
・
職
種
別
に

３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

職
場
で
必
要
な
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
に
関
す
る
知
識
や

対
処
方
法
の
習
得
度
を
測
る

も
の
。

次
回
の
第
４１
回
公
開
試
験

は
２
０
２
６
年
１１
月
１
日
、

�
種
・
�
種
・
�
種
の
３
コ

ー
ス
で
実
施
さ
れ
る
。

【
問
合
せ
】
検
定
担
当
�
６

９
４
４
・
６
４
３
０

水
都
大
阪
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
構
成
�
大
阪
商
工
会
議

所
、
大
阪
府
、
大
阪
市
な
ど
）

や
大
阪
シ
テ
ィ
ク
ル
ー
ズ
推

進
協
議
会
は
３
月
２８
日
、
春

の
訪
れ
を
祝
う
「
水
都
大
阪

川
開
き
」
を
八
軒
家
浜
で
開

い
た
。

大
阪
府
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
も
ず
や
ん
」
が
見
守

る
な
か
、
地
元
関
係
者
や
主

催
者
の
代
表
ら
が「
金
の
鍵
」

を
大
川
に
投
げ
入
れ
て
、
安

全
運
航
を
祈
願
し
た
。

大
阪
府
立
桜
和
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
の
ほ

か
、
大
阪
市
消
防
局
、
大
阪

府
東
警
察
署
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
も
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

八
軒
家
浜
周
辺
で
は
、
桜

の
季
節
に
お
花
見
ク
ル
ー
ズ

や
水
辺
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

な
ど
が
楽
し
め
る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

「
金
の
鍵
」
を
大
川
に
投
げ
入
れ

て
、
安
全
運
航
を
祈
願
し
た
�
３

月
２８
日
、
八
軒
家
浜

第４０回公開試験

２１，６４８人が受験申し込み

メンタルヘルス・マネジメント○Ｒ検定

７月下旬
集中開催 新たな取引関係構築を支援
おおいいででややすす！！繊繊維維・・フファァッッシショョンン買買いい付付けけ商商談談会会

▼詳細は
こちら

女
性
実
業
家
・
広
岡
浅
子
氏
の
生
涯

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
講
演
会

国
内
外
か
ら
先
端
的
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

�
ま
ち
な
か
�で
の
見
本
市
に
ぎ
わ
う

大
阪
外
国
企
業
誘
致
セ
ン
タ
ー

台
湾
で
の

展
示
会
で

大
阪
の
魅
力
を
発
信

水都大阪川開き
春の訪れを祝う
八軒家浜で

（６）２０２６年（令和８年）４月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９５


